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児童手当改正
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４月１日から
児童手当制度が変わりました。
　支給対象者が、これまでの小学校3年生（9歳到達後最初の年度末）までから、小学校6
年生（12歳到達後最初の年度末）までに拡大され、併せて所得限度額が引き上げられました。

小学校４年生の児童（平成８年４月２日～
平成９年４月１日生まれ）がいる保護者
　平成 18 年３月まで児童手当を受給していた
保護者の方は、手続きの必要はありません。た
だし、市外から転入してこられた方は手続きが
必要です。

小学校５年生または６年生の児童（平成
６年４月２日～平成８年４月１日生まれ）
がいる保護者
　手続きが必要です。

これまで、所得制限により児童手当を
受給していない保護者
　所得限度額の引き上げにより児童手当を受給
できる場合がありますので、該当する保護者の
方は手続きが必要です。
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右
記
に
該
当
す
る
保
護
者
の
方

は
、
市
役
所
の
窓
口
（
公
務
員
の

方
は
勤
務
先
）
で
手
続
き
が
必
要

で
す
。

　

な
お
、
制
度
改
正
に
伴
う
請
求

は
平
成
18
年
９
月
30
日
ま
で
に
受

け
付
け
た
も
の
に
限
り
、
特
例
的

に
４
月
１
日
（
ま
た
は
支
給
要
件

に
該
当
し
た
日
）
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
認
定
請
求
書
に
必
要
な
も
の

・
保
護
者
の
健
康
保
険
証

・
所
得
証
明
書
（
竹
田
市
に
平
成

　

17
年
１
月
１
日
に
住
民
票
が
な

　

い
人
）

・
児
童
と
別
居
の
場
合
は
児
童
の

　

住
民
票
（
世
帯
全
員
分
）

※
場
合
に
よ
っ
て
、
こ
の
他
の
書

　

類
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う

　

お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
１
５
４･

１
５
５
）

児
童
手
当
と
は　
平
成
18
年
４
月
１
日
〜

 

児
童
手
当
の
目
的

　

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
手
当
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
り
家
庭
に
お
け
る

生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
次
代
の
社
会
を
に
な
う
児
童

の
健
全
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。

 

児
童
手
当
の
し
く
み

１
、
支
給
対
象

　

児
童
手
当
は
、
12
歳
到
達
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
児
童
（
小
学
校
修
了
前
の
児
童
）

を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
（
１
月
か

ら
５
月
ま
で
の
月
分
の
手
当
に
つ

い
て
は
前
々
年
）
の
所
得
が
一
定

額
以
上
の
場
合
に
は
、
児
童
手
当

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

２
、
支
給
手
続
き

　

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
す

る
家
計
の
主
た
る
生
計
維
持
者
が

申
請
し
、住
所
地
の
市
町
村
長
（
公

務
員
の
方
は
勤
務
先
）
の
認
定
を

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
申
請
し
た

翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
（
今
回
の
制
度
改
正
に

係
る
申
請
に
つ
い
て
は
、
特
例
が

あ
り
ま
す
）。

３
、
支
給
月
額

　

第
１
子　
　
　

  

５
、０
０
０
円

　

第
２
子　
　
　

  

５
、０
０
０
円

　

第
３
子
以
降  

１
０
、０
０
０
円

４
、
支
払
時
期

　

児
童
手
当
は
、
原
則
と
し
て
、

毎
年
２
月
、
６
月
、
10
月
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

５
、
現
況
届

　

毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
届
け
を
し
な
い
と
６
月
分

以
降
の
手
当
て
は
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。
た
だ
し
今
回
の
児
童

手
当
法
の
改
正
で
新
た
に
受
給
者

と
な
る
方
は
届
出
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

６
、
所
得
制
限
限
度
額

　

所
得
に
は
一
定
の
控
除
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
所
得
制
限
限
度
額

は
年
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
な
所
得
制

限
限
度
額
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。

注 1）所得税法に規定する老人控除対象配偶者
　又は老人扶養親族がある者についての限度額
　（所得額ベース）は左記の額に当該老人控除対
　象配偶者又は老人扶養親族 1人につき 6万円
　を加算した額。
注 2）扶養親族等の数が 6人以上の場合の限度
　額（所得額ベース）は、1人につき 38万円（扶
　養親族等が老人控除対象配偶者又は老人扶養
　親族であるときは 44万円）を加算した額。

扶養親族等の数 国民年金加入者 厚生年金等加入者
0 人 460.0 532.0
1 人 498.0 570.0
2 人 536.0 608.0
3 人 574.0 646.0
4 人 612.0 684.0
5 人 650.0 722.0

（単位：万円）

高
年
齢
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
養
成
研
修

　

㈳
大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
で
は
、
高
年

齢
者
の
就
業
問
題
解
決
の
た
め

に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研

修
（
２
級
課
程
）
を
実
施
し
ま

す
。

実
施
場
所　

エ
イ
ト
ピ
ア
大
野

　
（
豊
後
大
野
市
三
重
町
内
田
）

実
施
期
間　

７
月
25
日
〜
10
月

　

13
日
の
間
に
25
日
間
実
施

対
象
者　

豊
後
大
野
市
、
竹
田

　

市
内
在
住
者
、
健
康
で
就
職

　

意
欲
の
あ
る
平
成
18
年
７
月

　

25
日
現
在
55
歳
以
上
64
歳
ま

　

で
の
人
で
、
全
日
程
受
講
で

　

き
る
人
、
研
修
終
了
後
、
介

　

護
業
務
に
就
職
（
業
）
可
能

　

な
人

受
講
料　

無
料

募
集
期
間　

６
月
１
日
㈭
〜
７

　

月
10
日
㈪

●
お
問
い
合
せ

　

㈳
大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

　

ン
タ
ー
連
合
会

　

☎
０
９
７‒

５
４
０‒

６
３
１
３

　

㈳
豊
肥
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材

　

セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７
４‒

22‒

７
８
７
７
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自
然･

歴
史･
文
化
を
育
む
名
水
名
湯
田
園
観
光
都
市

竹
田
市
勢
要
覧
２
０
０
６

　平成 17 年４月１日に誕生した竹
田市の四季、人、産業、現在そして
未来を集めた竹田市勢要覧２００６
が完成しました。
　Ａ４版フルカラー、68 頁の要覧
を開けば、躍動を始めた竹田市の
「今」がわかります。

　竹田の風物詩
　そして、パワーアップ in 新 竹田
　巻頭では四季折々の竹田を彩る風物詩を色鮮やかな
写真で紹介。また、「産」「恵」「伝」「支」の 4つのキー
ワードで、竹田をパワーアップする人や活動を紹介し
ます。
　また、巻末では、5つの分野で活躍する人へのイン
タビューを掲載しています。

　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
再
生
の
シ

　
　
　
　
ン
ボ
ル
と
し
て
、
竹
楽

を
中
心
に
、
竹
田
版
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

里
山
保
全
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
他
、
美
味
し
い
特
産
品
や

名
誉
市
民
、
人
口
・
産
業
・
予
算

等
の
資
料
、
竹
田
市
へ
続
く
旧
市

町
の
歴
史
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

竹
楽「竹田市勢要覧2006」

の購入申し込み・お問い合せ

　企画情報課まちづくり・情報化推進係
　☎ 63-1111（内線 222 ～ 225）
　販売価格　1部 1,000 円
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平成18年度竹田市国民健康保険税改正のお知らせ
竹田市国民健康保険税の税率が変わりました。

　平成 17年 4月に旧市町が合併し誕生した竹田市では、平成 17年度（合併後 1年間）はそれぞれ旧市
町の平成16年度保険税率を適用していましたが、下記のとおり平成18年4月に保険税率を統一しました。

地方税法の改正により公的年金所得に対する税額計算が変わりました。
（1）平成 17年 1月 1日現在 65歳以上の方が平成 17年度分の個人の市民税について公的年金等控除の
　　適用を受けた場合において、平成 18年度分及び平成 19年度分の国民健康保険税に限り、減額措置（7
　　割、5割、2割の軽減の判定）の基準となる総所得金額から、一定の金額を控除することとなりました。
　　平成 18年度は 28万円を特定公的年金等控除額として控除、平成 19年度は 22万円を控除します。

（2）平成 17年 1月 1日現在 65歳以上の方が平成 17年度分の個人の市民税について公的年金等控除の
　　適用を受けた場合において、平成 18年度分及び平成 19年度分の国民健康保険税に限り、所得割の
　　算定の基準となる総所得金額から、一定の金額を控除することとなりました。平成 18年度は 13万
　　円を特定公的年金等控除額として控除、平成 19年度は 7万円を控除します。

●国民健康保険税のお問い合せ
　竹田市役所税務課課税係　☎63-1111（内線125～127）

※国民健康保険税は医療分と介護分（40歳以上 65歳未満の方が対象）の合算額（それぞれの均等割、　
　平等割、所得割の合計額）を賦課します。
※均等割は世帯の加入者数に応じて計算、平等割は一世帯いくらと計算、所得割は所得金額から基礎控
　除（所得から 33万円を控除、ただし年金所得者は下記の特例あり。所得税、住民税とは税の計算方法
　が異なります。）を適用後、所得割率を乗じて算出します。
※介護分にかかる課税限度額を 8万円から 9万円に引き上げることとなりました。

平成 17年度 平成 18 年度

旧竹田市 旧 荻 町 旧久住町 旧直入町 竹田市全域

20,400 24,000 22,520 22,000 24,800

20,100 31,000 30,050 24,000 22,000

8.8 5.5 5.1 6.73 9.5

なし 50.0 46.0 41.20 なし

530,000 530,000

均　等　割（円）

平　等　割（円）

所　得　割（％）

資　産　割（％）

賦課限度額（円）

医 療 分

平成 17年度 平成 18年度

旧竹田市 旧 荻 町 旧久住町 旧直入町 竹田市全域

5,800 5,000 6,000 6,250 6,900

3,500 4,000 4,200 4,400 4,500

1.06 0.50 0.60 0.86 1.50

なし 6.00 7.00 8.92 なし

80,000 90,000

均　等　割（円）

平　等　割（円）

所　得　割（％）

資　産　割（％）

賦課限度額（円）

介 護 分
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◇人材の育成及び効率的な人事管理　職員の意識改革
　　　　　　　　　　　　　　　　　人材育成の推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　効率的な行政運営のための人事管理
　　　　　　　　　　　　　　　　　市民に信頼される職員の育成

※詳しくは、行政改革推進室、各総合支所地域振興課、各地域中央公民館に備え付けています竹田
　市行財政改革大綱及び竹田市行財政改革実施計画書をご覧ください。

●お問い合せ　行政改革推進室　☎ 63-1111（内線 214）

3. 意識改革

◇財政健全化の推進　　　　　　バランスシートの導入
◇投資的経費の見直し　　　　　公共施設整備計画に基づき緊急度や投資効果等を精査
◇補助金等の節減合理化　　　　補助金、負担金等の廃止、統合、終期等を設定
◇職員給与等勤務条件の見直し　類似都市の状況や、市の財政事情を考慮
◇市有財産の有効活用等　　　　遊休地、貸付地など処分可能なものの処分

2. 財政改革

◇定員の適正化　　　　　　　　民間委託、OA化を積極的に進め、職員の削減
◇情報化の推進　　　　　　　　行政手続きのオンライン化、共同アウトソーシング等の推進

■
試
験
種
類

上
級
試
験
：
行
政
、
教
育
事
務
、
警
察
事
務
、

　

心
理
、
建
築
、
化
学
、
農
業
、
畜
産
、
水
産
、

　

総
合
土
木

受
験
資
格　

昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
60

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
又
は
昭

　

和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で

　

大
学
卒
（
卒
見
）
の
人

受
付
期
間　

５
月
11
日
㈭
〜
30
日
㈫

　

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

23
日
㈫
ま
で

第
１
次
試
験
日　

６
月
25
日
㈰

　

医
療
免
許
資
格
職
試
験
Ⅰ
：
薬
剤
師
、
獣

　

医
師
、
管
理
栄
養
士
、
保
健
師
、
助
産
師

受
験
資
格

薬
剤
師
・
管
理
栄
養
士
／
昭
和
52
年
４
月
２

　

日
か
ら
昭
和
60
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

　

れ
た
人

獣
医
師
／
昭
和
48
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
58

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

保
健
師
・
助
産
師
／
昭
和
52
年
４
月
２
日
か

　

ら
昭
和
61
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
資
格
・
免
許
等
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間　

５
月
11
日
㈭
〜
30
日
㈫

　

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

23
日
㈫
ま
で

第
１
次
試
験
日　

６
月
25
日
㈰

※
こ
の
外
、
中
級
試
験
：
総
合
土
木
、
初
級

　

試
験
：
一
般
事
務
・
警
察
事
務
・
総
合
土
木
、

　

医
療
免
許
資
格
職
試
験
Ⅱ
、
警
察
官
Ｂ
試

　

験
：
一
般
・
武
道
（
柔
道
）･

武
道
（
剣
道
）、

　

警
察
官
Ｂ
（
女
性
）
試
験
：
一
般
を
、
８

　

月
中
に
募
集
し
ま
す
。

■
勤
務
条
件

勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
週
40
時
間
で
、
完

　

全
週
休
２
日
制
を
実
施
。
月
曜
日
〜
金
曜

　

日
の
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
。

休
暇
制
度　

有
給
休
暇
は
年
20
日
（
４
月
採

　

用
の
場
合
は
15
日
）。
こ
の
外
、
各
種
休
暇

　

が
あ
り
ま
す
。

■
受
験
案
内
・
申
込
書
の
配
布

　

５
月
上
旬
か
ら
、
大
分
県
人
事
委
員
会
事
務

局
、
県
内
各
地
方
振
興
局
等
で
配
布
し
ま
す
。

　

郵
送
の
場
合
は
、
申
込
書
請
求
封
筒
の
表

に
試
験
種
類
を
朱
書
き
し
、
返
信
先
住
所
・

氏
名
を
明
記
し
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
角

形
２
号
サ
イ
ズ
の
封
筒
を
同
封
し
て
、
大
分

県
人
事
委
員
会
事
務
局
ま
で
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

そ
の
他

　

試
験
区
分
等
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
各
試
験
ご
と
の
受
験
案
内
を
必

ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

上
級
試
験
及
び
医
療
免
許
資
格
職
試
験
㈵

の
第
１
次
試
験
は
、
大
分
会
場
以
外
に
関
東

会
場
を
設
置
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

〒
８
７
０‒

８
５
０
１

　

大
分
市
大
手
町
３‒

１‒

１　

大
分
県
庁
舎

　

７
階　

大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局　

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　
（
内
線
５
２
０
０
・
５
２
１
２
）

　

http://w
w
w
.pref.oita.jp/22000/

大
分
県
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

大
分
県
で
は
、
平
成
18
年
度
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
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竹田市行財政改革大綱
及び実施計画策定
　竹田市では、社会経済情勢の変化や地方分権のさらなる推進に的確に
対応し、財政の危機的状況から脱却を図るため、竹田市行財政改革大綱
及び竹田市行財政改革実施計画を策定しました。
　今回は、その概要についてお知らせします。

第1　行財政改革の基本的視点

1. 市民との協働による行政運営

2. 簡素で効率的な行政運営の確立

3. 新時代に対応したサービスの提供

市民参加の促進と、地域協働による行政運営を推進します。

事務事業の見直し、施設の統廃合等により、「簡素で効率的な行政」の実現を目指します。

市民サービスの迅速化や利便性を一層向上させる電子自治体の構築を目指します。

第2　行財政改革の計画期間

第3　行財政改革の推進体制

平成 17年度～ 21年度の 5年間とします。

・市長を本部長とする行財政改革推進本部を設置
・市民の意見を反映させるため民間の有識者からなる行財政改革推進委員会を設置
・竹田市行財政改革実施計画書による進行管理
・行財政改革の実施状況については行財政改革推進委員会に定期的に報告し、意見・提言を集約
・行財政改革に対する職員提案制度の活用

第4　行財政改革の推進事項

◇事務事業の見直し　　　　　　本庁・総合支所における事務事業の量と質を見直し
◇組織・機構の見直し　　　　　上記事務事業の見直しに伴う組織・機構の見直し

1. 行政改革
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ぼくたち・わたしたちの学び舎

柏　原
保育所

荻
小学校

 

た
く
ま
し
く
柏
原
っ
子

　

柏
原
保
育
所
は
、
西
に
阿
蘇

山
、
北
に
久
住
山
、
南
に
祖
母

山
を
望
む
自
然
に
囲
ま
れ
た
高

台
に
あ
り
ま
す
。
昭
和
39
年
４

月
に
開
設
、
昭
和
63
年
に
床
暖

房
を
備
え
た
現
園
舎
が
新
築
さ

れ
ま
し
た
。

　

柏
原
保
育
所
で
は
、
０
歳

児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
18
人
が

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中

で
保
育
所
生
活
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　

地
域
に
根
付
い
た
保
育
所

で
世
代
を
超
え
た
交
流
を
し
て

い
ま
す
。
お
年
寄
り
の
方
々
に

は
た
く
さ
ん
の
愛
情
を
い
た
だ

き
、
子
ど
も
た
ち
は
無
邪
気
な

笑
顔
で
元
気
を
お
返
し
…
皆
が

お
互
い
に
幸
せ
に
な
れ
ま
す
。

　

柏
原
っ
子
た
ち
は
地
域
の
皆

さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
心
豊
か
な

た
く
ま
し
い
子
供
に
育
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
後
藤
・
増
山
）

 

荻
小
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

　

北
に
く
じ
ゅ
う
山
、
東
に
祖

母
山
を
望
む
台
地
に
位
置
す
る

荻
小
学
校
は
、
自
然
が
い
っ
ぱ

い
。
学
校
の
自
慢
は
、何
と
言
っ

て
も
広
い
グ
ラ
ン
ド
。
４
０
０

メ
ー
ト
ル
ト
ラ
ッ
ク
も
す
っ
ぽ

り
入
り
ま
す
。

  
子
ど
も
た
ち
は
と
い
う
と
、

と
っ
て
も
外
が
好
き
。
休
み
時

間
や
放
課
後
は
、
広
い
グ
ラ
ン

ド
で
、
サ
ッ
カ
ー
や
野
球
、
長

縄
、
お
に
ご
っ
こ
ｅ
ｔ
ｃ
。
学

年
男
女
混
じ
り
合
い
、
仲
よ
く

の
び
の
び
と
遊
ん
で
い
ま
す
。

  

児
童
会
で
は
、
あ
い
さ
つ
運

動
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
朝

か
ら
大
き
な
声
が
響
い
て
い
ま

す
。

　

学
習
に
も
、
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。
ハ
ッ
ス
ル
タ
イ
ム
な
ど

の
時
間
で
も
、
集
中
し
て
自
分

の
力
を
磨
い
て
い
ま
す
。

  

お
う
ち
の
方
も
協
力
的
で
、

各
行
事
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
参
加
率

は
抜
群
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
工
藤
賢
明
）

Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
基
づ
く
食
品
の
品
質
表
示
に
つ
い
て

　

消
費
者
に
販
売
さ
れ
る
全
て
の

飲
食
料
品
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
で
品
質

表
示
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

農
作
物
の
流
通
が
多
様
化
す
る

中
で
、
品
質
表
示
は
消
費
者
へ
安

心
・
安
全
で
す
ば
ら
し
い
農
産
物

を
お
届
け
す
る
証
で
も
あ
り
ま
す
。

　

正
し
い
表
示
に
よ
り
信
頼
さ
れ

る
産
地
と
流
通
の
体
制
づ
く
り
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

 

表
示
内
容

　

表
示
内
容
は
事
実
の
み
の
記
載

と
な
り
ま
す
。
容
器
や
包
装(

又

は
商
品
に
近
接
し
た
箇
所)

の
見

や
す
い
と
こ
ろ
に
一
括
し
て
表
示

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
農
産
物
「
名
称
」「
原
産
地
」

※
表
示
者
は
、
生
産
者
か
ら
小
売

　

業
者
ま
で
流
通
過
程
の
す
べ
て

　

の
人
で
す
。

◇
玄
米
や
精
米
「
名
称
」「
原
料

玄
米
」「
内
容
量
」「
精
米
年
月
日
」

「
販
売
業
者
等
の
氏
名
、
又
は
名

称
、
住
所
及
び
電
話
番
号
」

※
表
示
者
は
、
お
米
を
販
売
す
る

　

す
べ
て
の
人
で
す
。

◇
畜
産
物
・
水
産
物
・
加
工
食
品

　

こ
れ
ら
も
品
質
表
示
の
義
務
が

あ
り
、
具
体
的
な
表
示
事
項
や
表

示
方
法
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

 

表
示
基
準
を
守
ら
な
い
場
合
は

①
基
準
を
守
る
べ
き
旨
を
指
示
さ

　

れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
を

　

公
表
さ
れ
ま
す
。

②
指
示
に
従
わ
な
い
場
合
は
、指
示

　

に
従
う
べ
く
命
令
が
さ
れ
ま
す
。

③
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
個

　

人
で
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰

　

金
又
は
１
年
以
下
の
懲
役
、
法

　

人
は
１
億
円
以
下
の
罰
金
に
処

　

せ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
信
用

　

を
失
い
取
引
が
さ
れ
な
く
な
る

　

な
ど
社
会
的
な
制
裁
を
受
け
る

　

こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

豊
肥
振
興
局
生
産
流
通
部

　

☎
63‒

３
１
７
７

　

産
業
建
設
部
農
林
畜
産
課

　

☎
63‒

４
８
０
５
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つれづれ
　   えっせい

⑧

 

垣
田
家
の
由
来

　
約
６
０
０
年
前
、
島
根
石
見

國
か
ら
柏
原
郷
垣
田
邑む

ら

に
移
住

し
た
足
利
尊
氏
の
孫
秀
景
の
子

秀
朝
が
垣
田
姓
を
名
乗
り
、
以

来
農
民
と
な
っ
て
大
友
、
中
川

侯
に
仕
え
、
大
庄
屋
と
し
て
こ

の
地
を
治
め
て
き
ま
し
た
。

 

父
小
八
郎
の
開
田
へ
の
執
念

　
明
治
維
新
の
後
、
小
八
郎
は

農
民
の
暮
ら
し
が
よ
く
な
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
解
決
に
は
こ
の

高
原
大
地
を
水
田
化
す
る
以
外

に
な
い
と
決
意
し
、
明
治
８
年

に
単
身
上
京
、
時
の
大
久
保
内

務
卿
に
直
訴
し
ま
し
た
が
、
財

政
難
の
た
め
却
下
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
小
八
郎
の
志
は

ま
す
ま
す
燃
え
、
高
城
の
工
藤

祐
鎭
等
と
組
み
、
大
谷
川
に
水

源
を
求
め
、
水
路
開
削
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

 

父
の
後
姿
を
見
た
幾
馬
は

　
幾
馬
は
、
小
八
郎
の
長
男
と

し
て
明
治
元
年
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
幼
少
の
頃
よ
り
竹
田
の
赤

座
塾
に
学
び
、
塾
頭
に
な
る
も

荻柏原土地改良区偉人伝　垣田幾馬翁父子
の
の
、
父
の
姿
を
見
て
帰
郷
し

自
治
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
村
長
村
議
を
経
て
、
大
正
６

年
８
月
、
念
願
の
第
２
代
組
合

長
と
な
り
ま
し
た
が
、
工
事
費

は
ま
す
ま
す
困
窮
を
極
め
、
全

財
産
、
今
の
金
額
で
30
億
円
の

巨
額
を
投
じ
破
産
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
父
小
八
郎
の
開
田

計
画
樹
立
か
ら
50
年
目
の
大
正

15
年
11
月
、
２
４
４
㌔
に
及
ぶ

水
路
が
通
水
し
た
の
で
す
。

　
明
治
１
０
０
年
に
あ
た
る
昭

和
42
年
11
月
23
日
、
翁
の
農
林

大
臣
表
彰
を
機
に
、
そ
の
功
績

を
称
え
同
志
が
集
い
、
翁
の
立

像
を
建
立
し
ま
し
た
。

　
荻
町
は
今
、
県
下
一
の
農
業

立
町
と
し
て
躍
進
中
で
す
（
改

良
区
史
参
照
）。

　
　
　
　
　
　
　（
佐
藤

　
茂
）

　
３
か
月
間
の
海
外
ツ
ア
ー
を

終
え
、
久
住
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
の
故
郷
は
彩
り

美
し
い
季
節
を
迎
え
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
晴
れ
間
を
見
る
こ

と
が
少
な
か
っ
た
の
で
自
然
と

心
も
体
も
癒
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
ツ
ア
ー
は
延
べ
５
万

人
を
動
員
。
早
く
も
来
年
は
８

か
月
２
０
０
回
を
超
え
る
公
演

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
音
楽

が
言
葉
を
、
人
種
を
越
え
て
感

動
を
分
か
ち
合
う
こ
と
の
素
晴

ら
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
ス
イ
ス
で
は
あ
ま
り
に
熱

烈
な
フ
ァ
ン
の
方
が
、
警
察

の
拘
置
所
に
１
泊
し
た
と
い
う

ち
ょ
っ
と
怖
い
体
験
も
し
ま
し

た
が
、
ド
イ
ツ
で
は
主
催
者
が

劇
場
設
立
20
年
来
の
動
員
記
録

を
更
新
し
た
私
た
ち
と
、
こ
れ

か
ら
の
絆
を
意
味
し
Ｔ
Ａ
Ｏ
と

劇
場
の
ネ
ー
ム
入
り
パ
ー
カ
ー

を
作
っ
て
く
れ
る
嬉
し
い
出
来

事
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、

Ｔ
Ａ
Ｏ
の
里
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
夜
の
ラ
イ
ブ
や
バ
ー
タ
イ

ム
シ
ョ
ー
、
日
の
出
ラ
イ
ブ
等

を
楽
し
め
ま
す
。
今
年
は
海
外

か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
、

例
年
以
上
に
盛
り
上
が
り
そ
う

で
す
。
劇
場
と
は
違
う
、
Ｔ
Ａ

Ｏ
の
里
な
ら
で
は
の
近
距
離
ラ

イ
ブ
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　（
Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
黒
柳
夏
子
）

「彩り美しい故郷に迎えられ」

第 8回T
た お

AO.
どっと

コ
こ ら む

ラム

 

岡
城
跡
・
阯
・
址
・
趾

　「
日
本
百
名
城
」
に
選
定
さ
れ

た
岡
城
。
そ
の
表
記
を
、
旧
竹
田

市
で
は
、
昭
和
54
年
９
月
１
日
か

ら
、
公
文
書
は
「
岡
城
跡
（
お
か

じ
ょ
う
あ
と
）、
案
内
標
識
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
は
「
岡
城
阯
（
お

か
じ
ょ
う
し
）」
と
統
一
し
た
こ

と
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　「
岡
城
跡
」
は
、
文
化
財
保
護

法
（
昭
和
25
年
施
行
）
に
よ
り
、

全
国
の
史
跡
が
す
べ
て
「
跡
」
で

統
一
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　「
岡
城
阯
」
は
、
戦
前
の
史
跡

名
勝
天
然
記
念
物
保
存
法
で
「
岡

城
阯
」
と
さ
れ
、
昭
和
11
年
に
建

立
さ
れ
た
岡
城
登
り
口
の
記
念
碑

に
も
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

馴
染
み
深
い
表
記
と
し
て
残
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
他
、
石
組
み
や
城
を
意
味

す
る
「
址
」
や
「
趾
」
と
い
う
表

記
も
存
在
し
ま
す
。

←
垣
田
幾
馬
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岡城、「日本百名城」に選定

　

竹
田
市
を
象
徴
す
る
「
岡
城
跡
」

の
岡
城
が
、
財
団
法
人
日
本
城
郭

協
会
（
文
部
科
学
省
後
援
）
の
選

定
す
る
「
日
本
百
名
城
」
の
一
つ

に
選
ば
れ
、
竹
田
市
に
認
定
証
が

届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
日
本
百
名
城
」
は
、
優
れ
た

文
化
財･

史
跡
、
著
名
な
歴
史
の

舞
台
、
時
代･

地
域
の
代
表
で
あ

る
と
い
う
基
準
で
選
ば
れ
、
県
内

で
は
他
に
府
内
城
（
大
分
市
）
が

選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
美
し
い
岡
城
を
い
つ
ま
で

も
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

城原井路、「疎水百選」に選定
　

農
林
水
産
省
が
選
定
し
た
「
疎

水
百
選
」
に
、
県
内
か
ら
城
原
井

路
（
神
田
頭
首
工
）
と
緒
方
疎
水

（
井
路
）（
豊
後
大
野
市
）
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

疎
水
と
は
、
灌
が
い
、
給
水

等
の
た
め
に
水
路
を
切
り
開
く
こ

と
、
ま
た
は
そ
の
水
路
自
体
を
指

す
言
葉
で
す
。

　

城
原
井
路
は
３
４
４
年
前
の

岡
藩
主
中
川
久
清
侯
の
頃
に
開

か
れ
、
老
野
湧
水
を
水
源
と
す
る

総
延
長
１
３
０
・
７
㌔
、
受
益
地

２
８
０
・
５
㌶
と
、
竹
田
の
農
業
や

景
観
、
地
域
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
も
城
原
井
路
土
地
改
良
区

（
本
田
正
明
理
事
長
、
４
３
３
人
）

の
手
で
管
理
さ
れ
、
清
掃
や
水
恩

祭
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

御前湯入館者100万人！
　

長
湯
温
泉
療
養
文
化
館
「
御
前

湯
」
が
、
平
成
10
年
10
月
22
日
の

開
館
か
ら
８
年
目
の
今
年
３
月
21

日
に
、
１
０
０
万
人
目
の
入
館
者

を
迎
え
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
１
０
０
万
人
目
の

入
館
者
は
、
大
分
市
か
ら
友
人
と

訪
れ
た
高
橋
誠
さ
ん
で
、
特
産
品

の
豊
後
牛
や
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
等
の

記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。

　

今
後
も
利
用
者
に
愛
さ
れ
る
温

泉
館
を
目
指
し
努
力
い
た
し
ま
す
。 高山阿以さん、100歳！

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
久
住
荘

に
入
所
さ
れ
て
い
る
高
山
阿
以
さ

ん
が
、
こ
の
た
び
１
０
０
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
、
牧
市
長
も
招
か
れ

た
お
祝
い
の
会
が
荘
内
で
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

上
品
で
甘
い
も
の
が
大
好
き
な

高
山
さ
ん
は
、
皆
さ
ん
か
ら
お
祝

い
を
さ
れ
て
嬉
し
そ
う
で
し
た
。
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まちの話題

↑舞台に見入るたくさんの人 侘び寂び、こども茶道
　

表
千
家
同
門
会
竹
田
地
区
教
授

者
会
が
小･

中
学
生
に
日
本
の
伝

統
文
化
「
茶
道
」
を
学
ん
で
も
ら

お
う
と
開
催
し
て
い
る
「
竹
田
・

こ
ど
も
茶
道
教
室
」
の
生
徒
た
ち

が
、
学
ん
だ
作
法
を
親
や
教
師
に

見
て
も
ら
お
う
と
、
旧
竹
田
荘
で

茶
席
を
開
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
少
し
危
な
っ
か
し
い

手
つ
き
で
子
ど
も
た
ち
が
運
ぶ
茶

を
、
大
人
た
ち
は
感
慨
深
く
味
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

雨
の
ち
晴
れ

岡
城
桜
ま
つ
り

　

竹
田
の
春
の
風
物
詩
「
岡
城
桜

ま
つ
り
」
が
、
４
月
２
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

残
念
な
雨
の
中
、
県
警
音
楽
隊

パ
レ
ー
ド
は
中
止
、
大
名
行
列
も

広
瀬
神
社
ま
で
で
し
た
が
、
濡
れ

な
が
ら
も
威
勢
良
い
奴
衆
に
は
大

き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
岡
城
西
の
丸
で
の
演

奏
会
は
雨
も
上
が
り
、
Ｔ
Ａ
Ｏ
や

太
鼓
グ
ル
ー
プ
の
演
奏
に
多
く
の

人
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

↑合羽を着て歩く

竹
田
市
観
光

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
設
立

　

旧
市
町
か
ら
独
自
に
活
動
を

行
っ
て
い
る
三
つ
の
観
光
協
会

を
始
め
、
市
内
で
観
光
や
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
む
団
体
や
市
民
が

一
つ
に
な
っ
て
、
よ
り
広
域
的
な

観
光
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
よ
う

と
、
３
月
16
日
に
「
竹
田
市
観
光

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
」
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

　

事
務
局
は
竹
田
温
泉
「
花
水
月
」

内
に
置
か
れ
、
市
も
商
工
観
光
課

の
分
室
を
同
じ
場
所
に
設
置
し
、

情
報
発
信
や
様
々
な
企
画
等
の
観

光
振
興
を
推
進
し
ま
す
。

　

な
お
、
協
会
で
は
現
在
、
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
63‒

０
５
８
５

「市花・市木・市鳥」応募賞品贈呈
　

竹
田
市
の
花
「
み
や
ま
き
り
し

ま
」・
木
「
も
み
じ
」・
鳥
「
う
ぐ

い
す
」
を
応
募
さ
れ
た
方
か
ら
牧

市
長
が
抽
選
で
選
ん
だ
各
部
門
別

の
受
賞
者
へ
の
賞
品
贈
呈
式
を
４

月
４
日
に
行
い
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

「
み
や
ま
き
り
し
ま
」
工
藤
三
月

さ
ん
（
78
歳
・
久
住
）、「
も
み
じ
」

嶺
田
瑛
里
さ
ん
（
12
歳
・
会
々
）、

「
う
ぐ
い
す
」
眞
井
雄
也
さ
ん
（
７

歳
・
竹
田
）

少学生バレー春季優勝！

　

３
月
12
日
に
犬
飼
町
で
開
催
さ

れ
た
「
２
０
０
６
年
奥
豊
後
春
季

大
会
」
に
、
竹
田
ジ
ュ
ニ
ア
・
荻

町
ジ
ュ
ニ
ア
（
男
子
・
女
子
〔
５

年
・
６
年
〕）
の
４
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
荻
町
ジ
ュ
ニ
ア
（
男
子
）

が
優
勝
し
ま
し
た
。
６
年
生
に
は
、

最
後
の
大
会
で
の
優
勝
が
う
れ
し

い
卒
業
記
念
と
な
り
ま
し
た
。

　

桜
咲
く
４
月
、
市
内
の
各
教
育

施
設
で
始
業
式
、
入
学
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

下
竹
田
小
学
校
で
は
、
田
北
光

平
く
ん
が
先
生
に
手
を
引
か
れ
て

入
学
式
に
出
席
。
在
校
生
の
お
兄

さ
ん
、
お
姉
さ
ん
に
合
唱
や
行
事

を
描
い
た
手
書
き
の
絵
で
暖
か
く

歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。

御入学おめでとうございます
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介
護
予
防
健
診
が

 

始
ま
り
ま
す

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
と
も
な

い
、
今
年
度
か
ら
65
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
、
総
合
健
診
と
併
せ
て

介
護
予
防
健
診
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
健
診
は
、
生
活
機
能
が
低

下
し
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な

る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者
を
早
期

に
把
握
し
介
護
予
防
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
も
の

で
、
基
本
健
診
（
身
体
測
定
・
尿

検
査
・
問
診
・
血
圧
・
血
液
検
査
・

心
電
図
等
）
に
併
せ
て
行
い
ま
す
。

①
事
前
に
受
診
を
希
望
さ
れ
た
方

　

に
は
健
診
の
受
診
票
が
配
布
さ

　

れ
ま
す
の
で
、『
基
本
チ
ェ
ッ

　

ク
リ
ス
ト
（
25
項
目
）』
を
自

　

己
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
基
本
健
診
の
問
診
時
に
、
記
入

　

さ
れ
た
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

　

を
参
考
に
生
活
機
能
に
関
す
る

　

問
診
を
実
施
し
ま
す
。

③
基
本
健
診
の
流
れ
に
そ
っ
て
健

　

診
を
受
け
ま
す
。
血
液
検
査
の

　

項
目
に
栄
養
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

　

す
る
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
検
査
が

　

追
加
さ
れ
ま
す
。

　

疾
病
の
予
防
や
治
療
の
管
理
だ

け
で
な
く
、
日
常
生
活
で
の
障
害

や
老
化
の
サ
イ
ン
を
早
期
に
発
見

し
早
期
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
の
で
、
65
歳
以
上

の
市
民
の
方
は
ぜ
ひ
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
治
療
中
の
方
も

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

介
護
予
防
健
診
の
主
旨
に
つ
い

て
は
、
左
頁
の
「
み
ん
な
の
介
護

保
険
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
を

 
受
け
ま
し
ょ
う

　

平
成
14
年
度
か
ら
実
施
し
て
き

ま
し
た
『
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
』

が
今
年
度
で
終
了
し
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
に
は
Ｃ
型
肝

炎
ウ
ィ
ル
ス
の
持
続
感
染
者
が

１
０
０
万
か
ら
２
０
０
万
人
い
る

と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
感
染
後
、

慢
性
肝
炎
に
な
る
人
も
多
く
、
さ

ら
に
一
部
の
人
で
は
肝
硬
変
や
肝

が
ん
へ
進
行
す
る
こ
と
も
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
特
に
Ｃ
型
肝
炎
は
自

覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
い
た
め

注
意
が
必
要
で
す
。

対
象
者　

今
年
度
40
歳
か
ら
70
歳

　

に
な
る
方
で
、
こ
れ
ま
で
一
度
も

　

検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
。

　

過
去
に
受
け
た
方
は
対
象
に
な

　

り
ま
せ
ん
。

検
査
方
法　

基
本
健
診
時
実
施
の

　

血
液
検
査
（
採
血
）
で
検
査
を

　

行
い
ま
す
。

※
介
護
予
防
健
診
・
肝
炎
ウ
ィ
ル

　

ス
検
査
と
も
に
、
市
が
実
施
す

　

る
総
合
健
診
（
地
域
の
巡
回
健

　

診
及
び
医
療
機
関
〔
厚
生
連
健

　

康
管
理
セ
ン
タ
ー
〕
健
診
）
で

　

受
診
で
き
ま
す
。
日
程
は
、
平

　

成
18
年
度
い
き
い
き
た
け
た
情

　

報
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ

　

さ
い
。

 

第　

回
高
齢
者
の
よ
い
歯
の

 

コ
ン
ク
ー
ル
対
象
者
募
集

　

大
分
県
で
は
平
成
４
年
度
か
ら

豊
の
国
８
０
２
０
運
動
（
80
歳
で

20
本
以
上
自
分
の
歯
を
残
す
）
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
下

記
要
領
で
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ

ま
す
。

対
象　

平
成
18
年
３
月
31
日
現
在

　

で
80
歳
以
上
（
大
正
15
年
３
月

　

31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、

　

自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保
持
し

　

て
い
る
方
。
た
だ
し
、
以
前
に

　

本
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
審
査
）
で

　

表
彰
さ
れ
た
方
は
除
き
ま
す
。

応
募
期
間　

５
月
８
日
㈪
〜
６
月

　

２
日
㈮

第
１
次
審
査　

６
月
15
日
㈭

　

竹
田
保
健
所
に
て

第
２
次
審
査　

９
月
中
旬

表
彰
式　
　
　

10
月
下
旬

　

ご
自
慢
の
歯
を
お
持
ち
の
方
は

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
本
庁
健
康
増
進
課
お

よ
び
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

14

↑健診風景
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摂
食
障
害
は
過
食
症
と
拒
食

症
の
２
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

相
互
に
関
係
が
あ
り
こ
の
２
つ

の
状
態
を
繰
り
返
す
ケ
ー
ス
が

多
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
過
食
症
と
は
一
度
の
食
事
で

大
量
に
食
べ
て
し
ま
い
、
そ
の

こ
と
を
後
悔
し
、
精
神
的
に
落

ち
込
ん
で
う
つ
状
態
に
な
っ
た

り
、
苛
立
ち
を
抑
え
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
、
肥
満
を
恐
れ
て
吐

い
た
り
下
剤
を
飲
ん
だ
り
す
る

行
動
が
目
立
ち
ま
す
。

　
拒
食
症
と
は
食
事
量
を
極
端

に
少
な
く
し
、
周
り
か
ら
見
る

と
や
せ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
低
体
重
を
維
持
し
、
さ
ら
に

や
せ
よ
う
と
す
る
病
気
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
徴
候
が
あ
れ
ば

心
療
内
科
な
ど
で
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
や
抗
う
つ
剤
を
処
方
し
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
摂
食
障
害
の
治
療
に
は
何

年
も
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

し
、
本
人
は
治
療
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
ま
せ
ん
の
で
家
族
の

協
力
も
不
可
欠
に
な
っ
て
き
ま

す
。
と
に
か
く
、
根
気
強
く
治

療
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
私
の
知
り
合
い
の
女
性
に

「
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
興
味
が
あ
り

ま
す
か
」
と
尋
ね
ま
し
た
。
す

る
と
、「
こ
の
辺
の
お
肉
が
気

に
な
る
ん
で
す
」
と
い
っ
て
側

腹
部
の
と
こ
ろ
を
触
り
な
が
ら

興
味
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
人
は
１
６
５
㌢
47
㌔
で
す
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ん
か
ぜ
ん
ぜ
ん

必
要
な
い
の
に
ま
だ
や
せ
た
い

と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
同
様
に
、
日
本
の
20
歳
代
の

女
性
の
約
７
割
が
標
準
体
重
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
自

分
は
太
っ
て
い
る
」
と
思
い
違

い
を
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ド
ラ
マ
や
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
で
や
せ
た
女
優
さ
ん
を
見
て

い
る
と
そ
れ
に
憧
れ
る
気
持
ち

が
生
じ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。

　
マ
ス
コ
ミ
等
放
送
す
る
側

も
、
や
せ
す
ぎ
て
い
る
人
は
ブ

ラ
ウ
ン
管
に
写
さ
な
い
と
い
う

規
則
を
作
る
べ
き
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に

は
山
田
花
子
さ
ん
や
森
三
中
と

か
ば
か
り
に
な
り
ま
す
が
…

（
竹
田
医
師
会
病
院
副
院
長

  

　
整
形
外
科
　
大
多
和
　
聡
）

摂
食
障
害
　
竹
田
医
師
会
病
院
か
ら

　
右
頁
の
「
保
健
だ
よ
り
」
に
掲

載
し
て
い
ま
す
「
介
護
予
防
健
診
」

の
主
旨
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま

す
。

 

介
護
予
防
と
は
…

い
つ
ま
で
も
、
心
身
と
も
に
健
康

で
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
楽
し

く
生
活
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
た

な
ら
、
ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
理
想
的
な

人
生
を
送
る
た
め
に
必
要
な
、
日

常
生
活
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
取
り

組
み
や
工
夫
、
気
の
持
ち
よ
う
を

「
介
護
予
防
」
と
呼
び
ま
す
。

 

介
護
予
防
に
必
要
な
こ
と

　
そ
れ
は
、「
生
活
習
慣
病
の
予

防
」
と
「
生
活
不
活
発
病
予
防
」

の
２
つ
の
視
点
で
す
。

　
介
護
が
必
要
な
状
態
と
な
る
主

な
原
因
と
し
て
最
も
多
い
の
は
脳

血
管
疾
患
で
、
重
度
の
要
介
護
者

の
多
く
が
あ
て
は
ま
り
ま
す
。
こ

の
脳
血
管
疾
患
を
予
防
す
る
に

は
、
①
高
血
圧
、
②
高
脂
血
症
、

③
糖
尿
病
等
の
「
生
活
習
慣
病
の

予
防
」
が
重
要
で
す
。

　
次
に
、
要
支
援
や
要
介
護
１
等

比
較
的
軽
度
の
要
介
護
者
が
介
護

を
必
要
と
す
る
主
な
原
因
は
、「
生

活
不
活
発
病
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

「
生
活
不
活
発
病
」
と
い
う
の
は

新
し
く
耳
慣
れ
な
い
言
葉
で
す

が
、
生
活
が
不
活
発
な
こ
と
が
原

因
で
全
身
の
機
能
が
衰
え
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
①
筋
力
の
低

下
や
関
節
の
拘
縮
等
の
外
か
ら
も

見
え
る
衰
え
、
②
骨
粗
鬆
症
や
心

肺
機
能
の
低
下
等
の
外
か
ら
は
気

づ
き
に
く
い
衰
え
、
③
周
囲
へ
の

関
心
の
薄
れ
や
、
家
族
内
で
の
役

割
の
変
化
、
社
会
と
の
つ
な
が
り

の
希
薄
化
等
に
よ
る
知
的
活
動
の

低
下
、
認
知
症
と
も
と
れ
る
「
う

つ
」
状
態
等
の
頭
や
心
の
働
き
の

衰
え
、
い
ず
れ
も
「
使
わ
な
い
こ

と
に
よ
る
心
身
機
能
の
衰
え
」
で
、

こ
れ
ら
は
生
活
行
為
が
不
自
由
に

な
る
こ
と
で
表
面
化
し
ま
す
。

 

介
護
予
防
健
診
で
生
活
機
能  

　を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
！

「
生
活
習
慣
病
」
の
早
期
発
見
の

た
め
の
物
差
し
に
は
、
従
来
か
ら

実
施
し
て
い
る
基
本
健
診
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、「
生
活
不
活
発
病
」

を
早
期
発
見
す
る
た
め
に
必
要
な

物
差
し
は
こ
れ
ま
で
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
こ
の
新
た
な
物
差
し
と
な
る
の

が
「
介
護
予
防
健
診
」
で
す
。
介

護
予
防
健
診
で
は
、
栄
養
は
不
足

し
て
い
な
い
か
、
口
腔
の
働
き
は

悪
く
な
っ
て
い
な
い
か
、
関
節
の

障
害
や
筋
力
の
低
下
は
な
い
か
、

そ
の
他
、
生
活
不
活
発
病
の
原
因

に
な
る
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い

な
い
か
を
確
認
す
る
上
で
必
要
な

項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　
健
診
の
結
果
は
市
保
険
課
を
通

じ
て
「
竹
田
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
提
供
さ
れ
、
介
護
予

防
が
必
要
と
さ
れ
た
人
に
対
し
て
、

当
該
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
が
ご
本

人
の
意
向
や
生
活
環
境
に
応
じ
て

介
護
予
防
の
取
り
組
み
に
向
け
て

の
個
別
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
既
に
利

用
し
て
い
る
方
も
そ
う
で
な
い
方

も
、
65
歳
以
上
の
人
は
、
ぜ
ひ
介

護
予
防
健
診
を
受
診
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
　
保
険
課
介
護
係

　
☎
63‒

１
１
１
１

　（
内
線
１
３
２
・
１
３
８
）

〈
14
〉
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伝
統
文
化
子
ど
も
教
室

 

「
竹
田
・
こ
ど
も
茶
道
教
室
」

　

表
千
家
同
門
会
竹
田
地
区
教
授

者
会
で
は
、
文
化
庁
か
ら
委
嘱
を

受
け
て
㈶
伝
統
文
化
活
性
化
国
民

協
会
が
募
集
・
実
施
し
て
い
る
事

業
で
「
竹
田
・
こ
ど
も
茶
道
教
室
」

を
実
施
し
ま
す
。

開
催
日

　

毎
月
第
１
・
第
３
日
曜
日

　

13
時
〜
14
時
（
６
月
か
ら
）

場
所　

旧
竹
田
荘
（
殿
町
）

対
象
者　

小
・
中
学
生
20
人

会
費　

無
料

申
込
〆
切　

５
月
15
日
㈪

　

※
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
。

必
要
事
項　

住
所
・
氏
名
・
生
年

　

月
日
・
学
校
名
・
学
年
・
保
護

　

者
氏
名
・
電
話
番
号

●
お
問
い
合
せ

　

☎
63‒

１
４
０
５
（
森
本
）

　

☎
62‒

３
３
３
６
（
工
藤
）

 

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を

 
始
め
ま
せ
ん
か
？

　

軽
快
な
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
体

を
動
か
し
、
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？　

見
学
や
無

料
体
験
も
で
き
ま
す
よ
。

  

久
住
教
室

日
時　

毎
週
月
曜　

20
時
〜
21
時

場
所　

久
住
中
央
公
民
館

  

竹
田
教
室

日
時　

毎
週
金
曜

　

20
時
30
分
〜
21
時
30
分

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
小
会
議

　

室
※
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
も
行
い
ま
す
（
竹

　

田
教
室
）。

　

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

☎
76‒

１
５
２
３

　
（
築
紫
〔
久
住
教
室
〕）

　

☎
０
９
０‒

４
５
８
５‒

５
８
４
８

　
（
小
網
）

平
成
18
年
６
月
に

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
ま
す
！



図書館
から

5月の
お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

❸

15　2006年5月発行

竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

〔一般の本〕
わたしは今がいちばん幸せよ～エルマおばあさんケア日記～　大塚　敦子
弥勒の月　　　　　　　　　　　　あさの　あつこ
宙ぶらん　　　　　　　　　　　　　　伊集院　静
黒い太陽　　　　　　　　　　　　　　新堂　冬樹
ドリーム･バスター 3　　　　　　　 宮部　みゆき
まっすぐに。　　　　　　　　　　　 青木　あざみ
がんに負けない、あきらめないコツ　　鎌田　　實
〔子どもの本〕
がぶりもぐもぐ　　　　　　　　ミック・マニング
しってるねん　　　　　　　　　いちかわ　けいこ
田んぼの楽校　　　　　　　　　　　　湊　　秋作
にゃんにゃん探偵団　　　　　　　　　杉山　　亮
幽霊城の秘宝（マジック･ツリーハウス16）　メアリー・P・オズボーン
　　　　　　　　　　　　ほか、40冊購入しました。

　　　

竹田市立図書館の休館
日は、1・3・4・8・15・
22・26・29日です。

 「おはなしルーム」
日時　5月 10日㈬
　　　13：30～ 14：10
会場　竹田幼稚園

 「おはなし広場」
日時　5月 24日㈬
　　　10：30～
会場　荻みらい館

「司書おすすめの1冊」
「『どこへも行かない』旅」

　　林　望（光文社）
　あくせく何かをす
る旅でなく、のんび
り何もしない旅に出
かけませんか？　珠
玉のエッセイと写真
で彩られたこの一冊
はいかがですか！

「しりとりしましょ！たべものあいうえお」
　　　　　さいとうしのぶ（リーブル）
　大人気のことばあそびの楽しいえほ
ん「あっちゃん
あがつく」の第
2弾です！
　しりとりあそ
びしてみましょ。

「こどもの日の
　　おはなし会」

日時　5月5日（こどもの日）　
　　　11:00 ～　14:00 ～
場所　竹田市立図書館えほんのへや

 

ご
出
産
を
祝
い
「
出
産
祝
金
」 

　
を
交
付
し
ま
す
。

　

本
庁
市
民
課
又
は
各
総
合
支
所

の
市
民
生
活
課
で
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
者
は
お
子
さ
ん
の

保
護
者
と
な
り
ま
す
。

　

出
生
届
け
の
際
、
又
は
出
産
か

ら
１
８
０
日
以
内
に
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
第
１
子
及
び
第
２
子

は
２
万
円
、
第
３
子
以
降
は
５
万

円
を
交
付
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
順
位
は
同
一
の

母
が
生
ん
だ
子
の
順
位
と
し
ま
す

（
死
産
を
除
く
）。

申
請
時
に
必
要
な
も
の

①
母
子
健
康
手
帳

②
印
鑑

③
祝
金
振
り
込
み
先
の
口
座
番
号

※
申
請
者
名
義
の
口
座
で
あ
る
こ

　

と
。
郵
便
局
口
座
不
可
。

④
第
３
子
以
降
の
申
請
で
母
の
本

　

籍
が
竹
田
市
に
な
い
場
合
は
、

　

交
付
申
請
の
対
象
と
な
る
お
子

　

さ
ん
が
、
第
３
子
以
降
で
あ
る

　

こ
と
を
証
明
で
き
る
書
類
を
添

　

付
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
第
３
子
以
降
の
申
請
で
母
の
本

　

籍
が
竹
田
市
に
あ
る
場
合
で
も
、

　

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
、
戸
籍

　

等
で
第
３
子
以
降
で
あ
る
こ
と

　

が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
第

　

３
子
以
降
で
あ
る
こ
と
を
証
明

　

で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
く
だ

　

さ
い
。

※
申
請
時
に
請
求
書
も
あ
わ
せ
て

　

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

企
画
情
報
課
・

　

総
合
支
所
地
域
振
興
課
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■
編
集
/
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
・
情
報
化
推
進
係
　
〒
878-8555 　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々
1650 　

■
印
刷
/
㈲
朝
日
印
刷

こ
の
広
報
紙
は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

編

集

後

記

竹田市の人口
( 平成 18年 3月 31日現在 )

　　　　　　　　　　 ( 前月比 )
人　口　27,422人　 (－ 117人 )
　男性　12,821 人　 ( － 69 人 )
　女性　14,601 人　 ( － 48 人 )
世帯数　10,718世帯   (－21世帯)

住民基本台帳登録人数

郷土の植物

第14回

　

日
当
た
り
の
い
い
浅
い
山
地
の

林り
ん
え
ん縁

や
林
内
に
生
育
す
る
高
さ
２

㍍
ほ
ど
の
、
つ
る
性
落
葉
木も

く
ほ
ん本

で

す
。
他
の
植
物
に
曲
が
り
く
ね
っ

た
葉よ

う
へ
い柄

が
か
ら
み
つ
き
ま
す
。
園

芸
品
種
ク
レ
マ
チ
ス
の
原
種
に
な

り
ま
す
。
長
い
柄
の
あ
る
互
生
の

葉
は
２
回
３
出
複
葉
で
、
小
葉
は

卵
形
で
長
さ
６ 

㌢
、
幅
が
３
・
５

㌢
ほ
ど
で
す
。

　

初
夏
の
頃
、
大
き
く
て
目
立
つ

径
12 

㌢
ほ
ど
の
白
色
や
淡
紫
色
の

花
を
枝
先
に
１
個
ず
つ
車
輪
状
に

咲
か
せ
ま
す
。
先
が
と
が
り
基
部

が
く
び
れ
る
花
弁
状
に
見
え
る
も

の
は
８
個
の
萼が

く
へ
ん片

（
つ
ぼ
み
の
花

や
雄
し
べ
と
雌め

し
べ
を
守
る
役
目

を
す
る
）
で
す
。
こ
の
種
の
特
徴

は
雄
し
べ
と
雌
し
べ
の
数
が
多
く
、

地
球
上
の
花
の
原
形
を
残
す
「
原

始
の
花
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

花
の
形
が
お
も
ち
ゃ
の
風か

ざ
ぐ
る
ま車

に

似
て
い
る
の
で
、
こ
の
名
が
あ
り

ま
す
。

　

竹
田
で
は
非
常
に
少
な
い
植
物

で
、
ご
く
限
ら
れ
た
場
所
で
し
か

観
察
さ
れ
ま
せ
ん
。
と
く
に
最
近

は
里
山
の
手
入
れ
が
放
置
さ
れ
、

カ
ザ
グ
ル
マ
が
育
つ
空
間
が
な
く

な
り
消
滅
が
心
配
さ
れ
る
大
分
県

の
絶
滅
危き

惧ぐ

種し
ゅ

で
す
。

　

花
期
は
５
月
で
す
。

阿孫　久見

カザグルマ（キンポウゲ科）

◇
今
月
の
表
紙
は
、
倉
木
菜
の
花

祭
り
で
見
か
け
た
若
い
お
母
さ
ん

で
す
。
笑
顔
で
子
供
を
あ
や
す
姿

に
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し

ま
し
た
。
◇
自
然
体
の
人
を
撮
る

こ
と
は
難
し
い
と
い
つ
も
感
じ
て

い
ま
す
。
私
自
身
撮
ら
れ
る
こ
と

は
苦
手
な
の
で
、
大
き
な
一
眼

レ
フ
を
向
け
ら
れ
た
方
が
身
構
え

ら
れ
る
の
も
わ
か
り
ま
す
。
デ
ジ

カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
見
せ
た

り
、
話
し
か
け
て
緊
張
を
ほ
ぐ
そ

う
と
頑
張
っ
て
み
る
の
で
す
が
…

や
は
り
、
意
識
さ
れ
な
い
う
ち
に

撮
影
す
る
と
よ
い
写
真
に
な
る
よ

う
で
す
。
そ
っ
と
動
い
て
撮
影
し

て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
吉
野
）

第40回

九州高校女子
ソフトボール選手権大会
開催！

　平成 20 年開催大分国体でソフトボールの
会場となる竹田市に九州各県の代表校 16 校
を迎え、第 40 回九州高校女子ソフトボール
選手権大会が開催されます！
　女子高校生の熱い戦いに、市民の皆さんの
観戦とご声援をお願いします！

開会式　5月12日㈮　17:00～
会　場　竹田市文化会館
本　戦　5月13日㈯・14日㈰　8:30～
会　場　竹田市総合運動公園多目的広場・市
　　　　民球場・飛田川野球場
●お問い合せ　教育委員会生涯学習課社会体育係
　　　　　　　☎ 63-1111( 内線 343)　
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情報
本　　　　庁　☎0974-63-1111
荻総合支所　☎0974-68-2211
久住総合支所　☎0974-76-1111
直入総合支所　☎0974-75-2211

２
階　

美
術
展
示
室

「
岡
城
真
景
図
屏
風
」
春
の
公
開
、
及
び
春
季

所
蔵
書
画
展
「
岡
藩
・
竹
田
の
文
人
画
・
南
画
Ⅰ
」

　

５
月
11
日
㈭
ま
で

「
田
能
村
竹
田
と
岡
藩
」

　

竹
田
初
期
の
作
品「
河
豚
図
」「
茂
林
雨
後
図
」

を
展
示
し
ま
す
。

　

５
月
12
日
㈮
〜
６
月
15
日
㈭

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

「
竹
田
市
美
術
協
会
写
真
部
会
員
展
」

　

会
員
の
作
品
を
中
心
に
、
写
真
50
点
を
展
示

し
ま
す
。
５
月
１
日
㈪
午
後
〜
14
日
㈮

「
第
７
回
虹
の
会
き
つ
つ
き
の
会

版
画
交
流
展
」

　

虹
の
会
（
熊
本
）
と
き
つ
つ
き
の
会
の
交
流

展
で
、
約
35
点
の
版
画
を
展
示
し
ま
す
。

　

５
月
17
日
㈬
〜
28
日
㈰

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

21
日
㈰
14
時
〜

大
嶋
英
子
「
朝
市
に
吹
く
風
」
展
示

　

竹
田
市
で
多
感
な
少
女
時
代
を
過
ご
し
た
日

本
画
家
大
嶋
英
子
先
生
か
ら
竹
田
市
に
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
作
品
「
朝
市
に
吹
く
風
」
を
展

示
し
ま
す
。

　

５
月
14
日
㈮
ま
で

※
８
、
15
、
16
、
22
、
29
、
30
日
は
、
休
館
し

　

ま
す
。

 

大
分
県
立
竹
田
高
等
学
校
器
楽
部

 

第
　

回
定
期
演
奏
会

日
時　

５
月
５
日
（
金
・
子
ど
も
の
日
）

　

16
時
30
分
開
場　

17
時
開
演

会
場　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

内
容　

全
３
部
構
成

Ⅰ
部　

ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ　

セ
ン
チ
ュ
リ

　

ア
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
組
曲
他

Ⅱ
部　

ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
テ
ー
ジ　

〜
犯
人
は
誰

　

だ
〜

Ⅲ
部　

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ス
テ
ー
ジ　

ジ
ャ
パ
ニ
ー

　

ズ
・
グ
ラ
フ
テ
ィ 

Ⅳ
、
私
の
お
気
に
入
り

　

他
●
お
問
い
合
せ　

竹
田
高
校
器
楽
部
（
器
楽
部

　

顧
問　

引
田
）

　

☎
63‒

３
４
０
１　

℻
63‒

１
８
６
５

37平成18年度県民すこやかスポーツ祭
　生涯スポーツ月間の 5月、大分県では県内を 6地区（大分･別府･中津･日田･竹
田･佐伯）に分け、県民すこやかスポーツ祭を開催します！
 5 月 7日㈰
　フォークダンス（豊後大野市立三重中学校体育館）　参加料　1人 100 円
　　●お問い合せ　☎ 0972-62-2784（県連盟　金子）
 5 月 14日㈰
　ソフトバレーボール（豊後大野市大原総合体育館）　参加料　1チーム 1,000 円
　　※ 20歳以上の人に限ります。5月 8日㈪申込〆切。
　　●お問い合せ　☎ 0973-22-2552（県連盟　河野）
 5 月 20日㈯
　武術太極拳（竹田市体育センター）　参加料　1人 300 円
　　●お問い合せ　☎ 097-597-4567（県連盟　安部）
 5 月 28日㈰
　ペタンク（竹田市総合運動公園多目的広場）　参加料　1人 100 円
　チャレンジ･ザ･ゲーム（竹田市体育センター）　参加料　無料
　グラウンド・ゴルフ（竹田市総合運動公園多目的広場）　参加料　1人 100 円　
　　申込期限　5月 12日㈯
　フットサル（竹田市総合運動公園陸上競技場）　参加料　1人 100 円　
　　申込期限　5月 12日㈯
　　●お問い合せ　☎ 63-4817（竹田市教育委員会生涯学習課社会体育係）
　3B 体操（大分県立竹田商業高校体育館）　参加料　1人 100 円
　　●お問い合せ　☎ 63-0028（県協会　阿南）
■全体的なお問い合せ
　　竹田市教育委員会生涯学習課・荻教育課・久住教育課・直入教育課
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生
活
情
報

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

　
つ
い
訪
問
販
売
で
契
約
し
勢
い
で
購
入
し
た

商
品
が
不
要
だ
っ
た
時
、
契
約
し
た
日
か
ら
８

日
以
内
に
解
約
の
通
知
を
す
れ
ば
、
無
条
件
で

そ
の
契
約
を
解
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
を
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」
と
言
い
、

支
払
い
済
み
の
金
額
は
全
額
返
金
さ
れ
、
損
害

賠
償
金
や
違
約
金
等
を
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
受
け
取
っ
て
い
る
商
品
は
販
売
業

者
の
負
担
で
引
き
と
っ
て
も
ら
え
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
適
用
条
件 

１
．
訪
問
販
売
で
あ
る
こ
と
。

２
．
指
定
商
品
で
あ
る
こ
と
。

３
．
契
約
日
か
ら
８
日
以
内
で
あ
る
こ
と
。

※
販
売
目
的
を
告
げ
ず
に
電
話
や
ハ
ガ
キ
で
営

　
業
所
や
公
民
館
等
に
集
め
て
行
う
販
売
等
は

　
訪
問
販
売
と
み
な
さ
れ
ま
す
。 

※
契
約
書
等
の
書
面
が
交
付
さ
れ
な
か
っ
た
時
、

　
交
付
さ
れ
た
契
約
書
等
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

　
フ
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
時
は
、

　
８
日
以
降
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
適
用
さ

　
れ
ま
す
。

※
指
定
商
品
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
で
も
、
販

　
売
店
が
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
認
め
て
い
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。
契
約
書
等
は
よ
く
読
み

　
ま
し
ょ
う
。 

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な
い
場
合

○
乗
用
自
動
車
の
契
約

○
消
耗
品
（
法
令
で
定
め
ら
れ
た
も
の
）
で
消

　
費
、
使
用
し
た
部
分

○
現
金
取
引
で
そ
の
総
額
が
３
、０
０
０
円
未

　
満
の
場
合

○
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
（
８
日
）
を
経
過

　
し
た
場
合

※
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
適
用
さ
れ
る
場
合
も

　
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法 

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
通
知
は
必
ず
書
面
で

し
ま
し
ょ
う
。
電
話
等
の
口
頭
で
は
な
く
、
証

拠
の
残
る
「
簡
易
書
留
の
ハ
ガ
キ
」
か
「
内
容

証
明
郵
便
」
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
郵
便
局
で
簡
易
書
留
扱
い
に
す
る
こ
と
。
コ

　
ピ
ー
も
と
り
ま
し
ょ
う
。

※
信
販
会
社
の
確
認
の
電
話
を
受
け
て
い
る
場

　
合
は
、
信
販
会
社
に
も
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
　
商
工
観
光
課

　
☎
63
─４
８
０
７

〜
退
職
金
で
豊
か
な
生
活
〜
中
退
共
制
度

　
中
退
共
制
度（
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
）

は
、
中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
た
め
の
退
職

金
制
度
で
す
。
安
全
・
確
実
・
有
利
な
中
退
共

制
度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移
行
先
で
す
。

※
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

※
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

※
掛
金
は
税
法
上
、全
額
非
課
税
に
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
中
退
共
福
岡
退
職
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
☎
０
９
２
─６
３
１
─２
５
５
１

  

案
　
内

国
土
利
用
計
画
法
届
出
制
度

　
国
土
利
用
計
画
法
は
、
土
地
の
投
機
的
取
引

や
地
価
高
騰
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
適
正
か

つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
確
保
を
図
る
た
め
、

大
規
模
な
土
地
取
引
に
つ
い
て
届
出
制
を
設
け

て
い
ま
す
。

　
一
定
面
積
以
上（
都
市
計
画
区
域
５
、０
０
０

㎡
以
上
、
そ
れ
以
外
の
区
域
１
０
、０
０
０
㎡

以
上
）
の
大
規
模
な
土
地
に
つ
い
て
、
土
地
売

買
等
の
契
約
（
対
価
の
授
受
を
と
も
な
う
土
地

に
関
す
る
権
利
の
移
転
ま
た
は
設
定
を
す
る
契

約
）
を
締
結
し
た
場
合
に
届
出
が
必
要
で
す
。

　
届
出
は
、
土
地
の
取
得
者
（
買
主
）
が
、
契

約
（
予
定
を
含
む
）
を
締
結
し
た
日
か
ら
２
週

間
以
内
に
、
土
地
の
所
在
す
る
市
・
区
役
所
、

町
村
役
場
の
国
土
利
用
計
画
法
担
当
窓
口
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
偽
り
の
届
出
を
す

る
と
、
６
か
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
企
画
情
報
課
企
画
調
整
係

　
☎
63
─１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
）

大
分
空
港
前
駐
車
場
駐
車
料
金
値
下
げ

　
普
通
車
の
駐
車
料
金
が
、
１
時
間
１
５
０

円
、
３
時
間
を
超
え
て
24
時
間
ま
で
５
０
０
円

（
24
時
間
を
超
え
て
以
後
繰
り
返
し
）
と
値
下

げ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
・
売
店
で
３
、０
０
０
円

（
税
込
）
以
上
利
用
し
た
場
合
、
１
時
間
の
無

料
駐
車
券
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
㈶
空
港
環
境
整
備
協
会
大
分
事
務
所

　
☎
０
９
７
８
─６
８
─１
１
５
８

　
大
分
航
空
タ
ー
ミ
ナ
ル
㈱
販
売
管
理
課

　
☎
０
９
７
８
─６
７
─１
１
７
７

里
親
制
度
説
明
会

　
里
親
と
は
、
親
の
病
気
や
離
婚
等
の
様
々
な

事
情
に
よ
っ
て
家
庭
で
生
活
で
き
な
く
な
っ
た

子
ど
も
を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
愛
情
と

ま
ご
こ
ろ
を
込
め
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
方
の

こ
と
で
す
。

　
養
育
を
お
願
い
す
る
期
間
は
、
数
日
間
か
ら

数
年
間
ま
で
様
々
で
す
。

　
以
下
の
日
程
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
５
月
22
日
㈪
　
10
時
〜
12
時

会
場
　
竹
田
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室
（
市
役

　
所
本
庁
横
）

●
お
問
い
合
せ

　
大
分
県
中
央
児
童
相
談
所

　
☎
０
９
７
─５
４
４
─２
０
１
６

　
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　
☎
63
─１
１
１
１
（
内
線
１
５
５
）

守
っ
て
！

　
電
波
の
ル
ー
ル

　
６
月
１
日
か
ら
10
日
は
電
波
利
用
保
護
旬
間

で
す
。ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
不
法
な
無
線
局
は
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話
の
通
話
に
障
害

を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
警
察
、
消
防
・
防
災

行
政
無
線
等
の
人
命
に
関
わ
る
重
要
な
無
線
に

対
す
る
混
信
・
妨
害
を
発
生
さ
せ
る
等
、
私
た

５
月
の
お
し
ら
せ
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ち
の
生
活
を
お
び
や
か
し
て
い
ま
す
。

　

不
法
に
無
線
局
を
開
設
し
た
り
運
用
す
る

と
、
電
波
法
違
反
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
を
守
っ
て
ク
リ
ー
ン

な
電
波
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
せ　

九
州
総
合
通
信
局

　

http://w
w
w
.kbt.go.jp/

  

狩　

猟

平
成
18
年
度
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

　

古
式
銃
砲
や
刀
剣
類
を
所
持
す
る
に
は
必
ず

県
教
育
委
員
会
の
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
に

出
向
き
、登
録
証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
10
日
㈬
、７
月
12
日
㈬
、９
月
13
日

　

㈬
、11
月
８
日
㈬
、１
月
10
日
㈬
、３
月
14
日
㈬

　

10
時
30
分
〜
16
時

※
12
時
〜
13
時
は
昼
休
み
で
す
。

会
場　

県
総
合
庁
舎
６
階
61
会
議
室（
大
分
市
）

※
３
月
14
日
は
８
階
82
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

持
参
す
る
も
の　

現
物
、
発
見
届
出
済
証
、
登

　

録
手
数
料
（
１
件
６
、３
０
０
円
）、
委
任
状

　
（
家
族
以
外
の
代
理
人
の
場
合
）

そ
の
他　

登
録
証
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
再

　

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
１
件

　

３
、５
０
０
円
）。
未
登
録
物
件
の
所
持
・
売

　

買
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
文
化
課
文
化
財
班

　

☎
０
９
７
─５
３
６
─１
１
１
１

　
（
内
線
５
４
９
６
・
５
４
９
８
）

  

保
健
衛
生

環
境
衛
生
課
の
お
知
ら
せ

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
一
般
家
庭
ご
み
の
持
ち

込
み
は
、
６
月
か
ら
１
０
０
㌔
以
下
も
２
０
０

円
を
い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、
指
定
の
ご
み

袋
に
入
れ
た
ご
み
は
除
き
ま
す
。

　

ま
た
、
竹
田
市
葬
祭
場
「
浄
光
園
」
は
、
友

引
の
日
も
開
場
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係

　

☎
63
─１
１
１
１
（
内
線
１
８
１
・
１
８
２
）

国
内
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
等

に
対
す
る
補
償
金
請
求

　

国
内
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
み
に
入
所
さ
れ

て
い
た
方
々
に
対
す
る
補
償
金
の
請
求
期
限
が

迫
っ
て
い
ま
す
。次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、

至
急
請
求
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

平
成
８
年
３
月
31
日
ま
で
に
国
内
ハ

　

ン
セ
ン
病
療
養
所
に
入
所
さ
れ
て
い
た
方
で
、

　

補
償
法
施
行
日
（
平
成
13
年
６
月
22
日
）
に

　

お
い
て
生
存
さ
れ
て
い
る
方
。

請
求
期
限　

６
月
21
日
㈬

そ
の
他　

既
に
補
償
金
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
、

　

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
裁
判
上
の
和
解
が
成

　

立
さ
れ
て
い
る
方
は
補
償
金
の
請
求
が
で
き

　

ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
福
祉
保
健
部
健
康
対

　

策
課
疾
病
対
策
・
危
機
管
理
班

　

☎
０
９
７
─５
３
６
─１
１
１
１

　
（
内
線
２
６
６
８
・
２
６
６
９
）

退
職
船
員
に
係
る
健
康
管
理
手
帳

　

船
舶
の
機
関
室
等
に
お
け
る
石
綿
被
曝
に
よ

る
健
康
被
害
を
受
け
た
船
員
が
見
受
け
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
国
土
交
通
省
で
は
平
成
17
年
12
月

15
日
か
ら
退
職
船
員
に
対
す
る
健
康
管
理
手
帳

制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
船
内
に
お
い
て
石
綿
を
取
り

扱
う
業
務
等
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
り
健
康
被

害
を
受
け
た
船
員
退
職
者
に
対
し
て
健
康
管
理

手
帳
を
交
付
し
、
健
康
被
害
を
受
け
た
退
職
船

員
の
健
康
管
理
を
行
う
も
の
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

九
州
運
輸
局
海
上
安
全
保
障

　

部
船
員
労
働
環
境
課

　

☎
０
９
３
─３
３
２
─８
０
９
３

  

税　

金

自
動
車
税
及
び
軽
自
動
車
税
は
、

５
月
31
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

　

自
動
車
税
及
び
軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者（
割
賦
販
売
の
場
合
は
使
用
者
）

に
課
税
さ
れ
ま
す
。
納
入
期
限
を
過
ぎ
た
場
合

は
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

各
種
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
で
減

免
を
申
請
さ
れ
る
人
は
、
納
付
書
到
着
日
か
ら

５
月
24
日
ま
で
の
間
に
本
庁
税
務
課
又
は
各
総

合
支
所
税
務
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
申
請
に
は
各
種
障
害
者
手
帳
、
印
鑑
、
運

転
免
許
証
、
納
税
通
知
書
、
ま
た
、
障
が
い
の

あ
る
人
と
運
転
す
る
人
が
異
な
る
場
合
は
、
別

途
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
障
が
い

の
内
容
や
等
級
に
よ
っ
て
は
該
当
し
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
公
益
の
た
め
使
用
す
る
軽
自
動
車

や
、
構
造
が
専
ら
身
体
障
害
者
等
が
利
用
す
る

た
め
の
軽
自
動
車
等
に
対
し
て
も
減
免
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
普
通
車
の
お
問
い
合
せ

　

豊
後
大
野
県
税
事
務
所

　

☎
０
９
７
４
─22
─７
５
０
１

●
軽
自
動
車
の
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
役
所
税
務
課
課
税
係

　

☎
63
─１
１
１
１
（
内
線
１
２
５
）

  

年　

金

20
代
の
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

20
代
の
若
者
（
学
生
を
除
く
）
に
つ
い
て
は
、

世
帯
主
で
あ
る
親
と
同
居
し
て
い
て
も
、
本
人

と
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
は
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

猶
予
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
受
給
資
格
期
間
に
入
り
ま
す
。
ま

た
、
承
認
を
受
け
て
い
る
期
間
中
に
、
障
が
い

や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
生
じ
た
時
に

は
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
の
対
象
と

な
り
、
安
心
で
す
。

学
生
さ
ん
の
学
生
納
付
特
例
制
度

　

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、
20
歳
に

な
っ
た
時
か
ら
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な

り
、
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
学
生
に

つ
い
て
は
、在
学
中
の
保
険
料
納
付
を
猶
予
し
、

卒
業
後
に
後
払
い
で
き
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
課
年
金
係
等
、
住
民
票
の
あ
る
市
町
村

役
場
国
民
年
金
係
で
、
年
金
手
帳
、
印
鑑
、
学

生
証
も
し
く
は
在
学
証
明
書
を
持
参
し
て
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
18
年
３
月
ま
で
に
承
認
を
受
け

て
い
る
方
で
、
４
月
以
降
も
引
き
続
き
学
生
の

場
合
は
、
再
度
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７
─５
５
２
─１
２
１
１

　

市
民
課
年
金
係

　

☎
63
─１
１
１
１
（
内
線
１
１
３
）



※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（渡辺善照：☎ 77 ‒ 2067、斉藤義昭：☎ 75 ‒ 2692、太田正一：☎ 68 ‒ 2480）

1 ㈪ ・ 荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日　・憲法週間（7日まで）　・緑の募金（31日まで）　・不正大麻・けし撲滅運動（6月 30日まで）
・消費者月間　・原子力エネルギー安全月間　・水防月間　・生涯スポーツ月間

2 ㈫ ・祖母山入山式 15:00 ～ 17:00（健
たけ

男
お

霜
しも

凝
こり

日
ひ

子
こ

神社）
・心の悩み無料相談会 10:00 ～ 20:00

3 ㈬ ・ 祖母山山開き
・ 憲法記念日

4 ㈭ ・ 国民の休日

5 ㈮ ・こどもの日　・こどもの日のおはなし会 11:00 ～　14:00 ～（竹田市立図書館えほんのへや）
・ 竹田高校器楽部定期演奏会 17:00 ～（竹田市文化会館大ホール）　・ 児童福祉週間（11日まで）

6 ㈯
7㈰ ・ 平成 18年度県民すこやかスポーツ祭「フォークダンス」（豊後大野市立三重中学校体育館）

・ 看護週間（13日まで）

8 ㈪ ・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日

9 ㈫ ・竹田市歩こう会「阿蘇山散策」9:00 竹田温泉「花水月」前集合（※ 1）

10㈬ ・おはなしルーム 13:30 ～（竹田幼稚園）
・銃砲刀剣類登録審査会 10:30 ～ 16:00（県総合庁舎 6階 61会議室〔大分市〕）

11㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

12㈮ ・第 40回九州高校女子ソフトボール選手権大会開会式 17:00 ～（竹田市文化会館）
・ 第 27 回「大分県少年の船」団員募集〆切　・ 看護の日

13㈯ ・ 第 40 回九州高校女子ソフトボール選手権大会（竹田市総合運動公園多目的広場･市民球場･飛田川野球場）
・ 第 15 回竹田市愛誠杯健康ナイター陸上競技大会 16:30 ～（竹田市総合運動公園陸上競技場）

14㈰ ・シュパーゲル・フェスト（ホワイトアスパラガス収穫祭）11:10 ～（直入ドイツ村広場）　・ 第 40 回九州高校女子ソフトボール選手権大会（竹田市総合運動公園多目的広場･市民球場･飛田川野球場）
・ 平成 18年度県民すこやかスポーツ祭「ソフトバレーボール」（豊後大野市大原総合体育館　※申込〆切は 8日）　・ 平成 18年度大分川・大野川水防演習 8:50 ～ 13:00（大分市元町地先） 

15㈪ ・ 伝統文化子ども教室「竹田・こども茶道教室」募集〆切　
・ 情報通信月間（6月 15日まで）

竹田市のこよみ5月
2006年



※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（小林会長：☎ 62 ‒ 3304）　※2：お問い合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62 ‒ 4100
※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080 ‒ 5274 ‒ 3359）

16㈫ ・大分合同新聞社旗争奪町内対抗ソフトボール大会開会式 18:30 ～（竹田市総合運動公園多目的広場）
・県病健康教室「脳の健康法について」13:00 ～ 14:00（県立病院 3階講堂）

17㈬ ・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）　・行政相談 10:00 ～ 12:00（直入総合支所）

18㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日　・温泉療養文化館「御前湯」臨時休館日
・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所 1階厚生室）

19㈮ ・青少年の日

20㈯ ・ 郷土の自然に親しみ植物を観察する会「くじゅう山系と坊ガツル湿原」8:00 竹田市役所集合（21日まで）（※ 2）
・ 平成 18年度県民すこやかスポーツ祭「武術太極拳」（竹田市体育センター）

21㈰ ・家庭の日

22㈪ ・里親制度説明会 10:00 ～ 12:00（竹田市福祉センター会議室）
・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日　・ 国際生物多様性の日　・ 春の行政相談週間（28日まで）

23㈫
24㈬ ・おはなし広場 10:30 ～（荻みらい館）

25㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

26㈮
27㈯ ・交通事故･創業他無料相談会 10:00 ～ 16:00（竹田市文化会館）

28㈰ ・ 平成18年度県民すこやかスポーツ祭「3B体操」（竹田商業高校体育館）、「グラウンドゴルフ」（竹田市総合運動公園多目的広場　※12日申込〆切）、「チャレンジ･ザ･ゲー
ム」（竹田市体育センター　※ 12日申込〆切）、「ペタンク」（竹田市総合運動公園多目的広場）、「フットサル」」（竹田市総合運動公園陸上競技場　※ 12日申込〆切）

29㈪ ・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日

30㈫

31㈬ ・ 固定資産税全納・１期、軽自動車税１期納期限
・ 第 47 回大分県短文学大会作品募集〆切（西日本新聞社大分総局）　・世界禁煙デー・禁煙週間（6月 6日まで）

特記事項
・その他

・ 電波利用保護旬間（６月１日～ 10日）　・ 全国一斉「人権擁護委員の日」特設人権相談所（６月１日 10:00 ～ 15:00 ／竹田市総合社会福祉センター、
竹田市直入総合支所、竹田市久住中央公民館、福祉健康エリア〔荻〕）



たけたん情報 平成18年5月号 ❻

  
イ
ベ
ン
ト

第
15
回
竹
田
市
愛
誠
杯

健
康
ナ
イ
タ
ー
陸
上
競
技
大
会

趣
旨　

陸
上
競
技
（
中
・
長
距
離
）
に
お
け
る

　

競
技
力
の
向
上
と
競
技
者
人
口
の
拡
大
、
並

　

び
に
競
技
者
相
互
の
友
情
を
図
る
た
め
、
陸

　

上
競
技
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
元
緑
ヶ
丘
中
陸
上
部
・
故
倉
原
愛
誠

　

さ
ん
を
偲
び
、
中
学
男
子
３
年
の
部
に
愛
誠

　

杯
を
授
与
し
ま
す
。

日
時　

５
月
13
日
㈯

　

開
会
式
16
時
30
分　

ス
タ
ー
ト
17
時

場
所　

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

種
目　

小
学
生
１
・
２
年　
　
　
　

４
０
０
㍍

　
　
　

小
学
生
３
・
４
年　
　
　
　

８
０
０
㍍

　
　
　

小
学
生
５
・
６
年　
　
　

１
、０
０
０
㍍

　
　
　

中
学
生
１
〜
３
年
女
子 

１
、５
０
０
㍍

　
　
　

中
学
生
１
年
男
子　
　

１
、５
０
０
㍍

　
　
　

中
学
生
２
・
３
年
男
子　

３
、０
０
０
㍍

　
　
　

高
校
・
一
般
女
子　
　

１
、５
０
０
㍍

　
　
　

高
校
・
一
般
男
子　
　

１
、５
０
０
㍍

　
　
　

高
校
・
一
般
男
子　
　

５
、０
０
０
㍍

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
役
所
国
体
推
進
室
内

　

竹
田
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

　

☎
63‒

４
８
２
２　

℻
62‒

３
４
８
８

  

募　

集

「
あ
祖
母
学
舎
」
陶
芸
教
室

日
時　

毎
週
１
回
（
月
４
回
）

　

昼
の
部　

13
時
〜
15
時
（
月
・
金
）

　

夜
の
部　

19
時
〜
21
時
（
月
・
木
）

定
員　

各
15
人

受
講
料　

月
４
、０
０
０
円

※
別
途
粘
土
代
（
１
０
０
円
／
㌔
）
と
焼
成
費

　
（
１
円
／
㌘
）
が
か
か
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

あ
祖
母
学
舎

　

☎
67‒

２
１
２
１

第
２
回
竹
田
市
ひ
ま
わ
り
号
会
員

　

障
が
い
者
（
児
）
と
健
常
者
が
お
互
い
に
助

け
合
い
励
ま
し
合
い
、
障
が
い
者
へ
の
思
い
や

り
と
理
解
を
深
め
、
行
楽
の
秋
を
日
帰
り
旅
行

で
楽
し
む
「
ひ
ま
わ
り
号
」。
今
年
も
、
10
月

29
日
㈰
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
員
を
募
り
、「
ひ
ま
わ
り
号
」
の
輪
を
大
き

く
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

竹
田
市
で
生
活
し
、
仕
事
（
勉
強
）
を
し
て

い
る
方
、
ま
た
、「
ひ
ま
わ
り
号
」
の
趣
旨
に

賛
同
す
る
方
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

第
２
回
竹
田
市
ひ

　

ま
わ
り
号
を
走
ら
せ
る
実
行
委
員
会

　

☎
62‒

３
６
４
５
（
山
本
澄
）

　

☎
63‒

１
４
６
４
（
佐
藤
忠
士
）

第
47
回
大
分
県
短
文
学
大
会

　

大
分
県
及
び
大
分
県
教
育
委
員
会
、
西
日
本

新
聞
社
で
は
、
大
分
県
民
の
文
化
向
上
を
目
指

し
、
第
47
回
大
分
県
短
文
学
大
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時　

８
月
６
日
㈰　

10
時
〜
15
時
30
分

会
場　

地
方
職
員
共
済
組
合
別
府
保
養
所

　

つ
る
み
荘
（
別
府
市
田
の
湯
町
）

募
集
部
門　

短
歌
、
俳
句
・
川
柳
、
現
代
詩

応
募
資
格　

制
限
な
し

応
募
方
法　

未
発
表
の
作
品
で
、短
歌
１
首
、
俳

　

句
・
川
柳
各
２
句
、
現
代
詩
１
編
の
う
ち
、

　

１
人
２
部
門
以
内
と
し
ま
す
。

　
　

専
用
の
応
募
用
紙
を
用
い
（
現
代
詩
は

　

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
３
枚
以
内
）、
各
部

　

門
ご
と
に
別
の
封
筒
に
入
れ
郵
送
し
て
く
だ

　

さ
い
。

　
　

封
筒
の
表
に
応
募
す
る
部
門
名
を
朱
書
き

　

し
て
く
だ
さ
い
。
作
品
に
は
、
部
門
名
、
住

　

所
、
氏
名
（
筆
名
）、
郵
便
番
号
、電
話
番
号

　

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
料　

一
部
門
あ
た
り
１
、２
０
０
円

　
　

定
額
小
為
替
を
作
品
に
同
封
す
る
か
、
次

　

の
口
座
に
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

大
分
銀
行
東
支
店　

普
通
２
１
２
６
８
５

　

大
分
県
短
文
学
大
会
事
務
局
代
表
田
中
隆
二

応
募
〆
切　

５
月
31
日
㈬
必
着

●
お
問
い
合
せ
・
応
募
先

　

西
日
本
新
聞
社
大
分
総
局「
短
文
学
大
会
係
」

　

〒
８
７
０‒

０
０
２
３　

大
分
市
長
浜
町
２‒

　

12‒

６

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

０
１
１
１

第
21
回
国
民
文
化
祭
・
や
ま
ぐ
ち
２
０
０
６

　

第
21
回
国
民
文
化
祭
山
口
県
実
行
委
員
会
事

務
局
で
は
、
次
の
と
お
り
作
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

◇ 「
あ
な
た
も
雪
舟
」
絵
手
紙
展

応
募
〆
切　

９
月
８
日
㈮　

※
当
日
消
印
有
効

応
募
作
品　

官
製
（
往
復
）
は
が
き
サ
イ
ズ
の

　

絵
手
紙

◇ 

文
芸
祭
「
現
代
詩
、
朗
読
詩
」

応
募
〆
切　

６
月
30
日
㈮　

※
当
日
消
印
有
効

応
募
作
品　

１
、２
０
０
字
以
内
の
現
代
詩
、

　

ま
た
は
４
０
０
字
、
10
分
以
内
の
朗
読
詩

◇ 
文
芸
祭
「
俳
句
、
自
由
律
俳
句
」

応
募
〆
切　

６
月
30
日
㈮　

※
当
日
消
印
有
効

応
募
作
品　

２
句
１
組
で
３
組
ま
で
の
俳
句
、

　

自
由
律
俳
句

※
こ
の
他
に
も
、
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
応
募
先　

第
21
回
国
民
文
化

　

祭
山
口
県
実
行
委
員
会
事
務
局
他

　

〒
７
５
４‒

０
０
０
２　

山
口
市
小
郡
下
郷

　

６
０
９‒

３　

山
口
市
小
郡
文
化
資
料
館
内

　

☎
０
８
３‒

９
３
４‒

２
８
９
２

　

☎
０
８
３‒

９
７
３‒

７
０
７
１
（
俳
句
）
他

　

http://w
w
w
.kokubun-yam

aguchi.jp/

平
成
19
年
歌
会
始
の
詠
進
歌

平
成
19
年
歌
会
始
の
お
題　
「
月
」

詠
進
要
領

①
詠
進
歌
は
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
未
発
表
の
自

　

作
短
歌
で
、
１
人
一
首
と
し
ま
す
。

②
用
紙
は
半
紙
（
習
字
用
の
半
紙
）
と
し
、
毛

　

筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
海
外

　

か
ら
詠
進
す
る
場
合
、
用
紙
は
随
意
と
し
、

　

毛
筆
で
な
く
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

③
病
気
又
は
身
体
障
害
の
た
め
自
筆
で
き
な
い

　

場
合
は
左
記
に
よ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア　

代
筆
（
墨
書
）
に
よ
る
。
別
紙
に
代
筆
の

　

理
由
、
代
筆
者
の
住
所
及
び
氏
名
を
書
き
詠

　

進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。

イ　

ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
等
を
使
用
し
て
印

　

字
す
る
。
こ
れ
ら
の
機
器
を
使
用
し
た
理
由

　

を
別
紙
に
書
き
詠
進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。

ウ　

視
覚
障
害
者
は
、
点
字
で
詠
進
す
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。

④
書
式
は
、
習
字
用
の
半
紙
を
横
長
に
用
い
、

　

右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵
便
番

　

号
、住
所
、電
話
番
号
、氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

　

生
年
月
日
及
び
職
業
を
縦
書
き
で
書
い
て
く

　

だ
さ
い
。

注
意
事
項　

次
の
場
合
は
失
格
に
な
り
ま
す
。

①
お
題
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い
場
合

②
１
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場
合

③
詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
短
歌
と
同
一
又

　

は
著
し
く
類
似
し
た
短
歌
で
あ
る
場
合

④
詠
進
歌
を
、
歌
会
始
の
行
わ
れ
る
以
前
に
新

　

聞
、
雑
誌
そ
の
他
の
出
版
物
、
年
賀
状
等
に
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よ
り
発
表
し
た
場
合

⑤
詠
進
要
領
の
③
に
記
し
た
、
代
筆
の
理
由
書

　

を
添
え
た
場
合
を
除
き
、
同
筆
と
認
め
ら
れ

　

る
す
べ
て
の
詠
進
歌

⑥
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
を
書
い
て

　

い
な
い
も
の
、
そ
の
他
こ
の
詠
進
要
領
に
よ

　

ら
な
い
場
合

詠
進
〆
切　

９
月
30
日
㈯　

※
当
日
消
印
有
効

郵
便
宛
先　
「
〒
１
０
０‒

８
１
１
１　

宮
内
庁
」

　

と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て

　

く
だ
さ
い
。

※
疑
問
に
思
う
点
は
、
宮
内
庁
式
部
職
ま
で
、

　

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信
用

　

切
手
を
貼
っ
た
封
筒
を
添
え
て
お
問
い
合
せ

　

く
だ
さ
い
（
９
月
20
日
ま
で
）。

●
宮
内
庁
公
式
サ
イ
ト

http://w
w
w.kunaicho.go.jp/12/d12-08.htm

l

  

人　

権

全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
人
権
相
談
所

日
時　

６
月
１
日
㈭　

10
時
〜
15
時

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

竹
田
市
直
入
総
合
支
所

　
　
　

竹
田
市
久
住
中
央
公
民
館

　
　
　

福
祉
健
康
エ
リ
ア
（
荻
）

相
談
内
容　

金
銭
、
相
続
、
家
庭
内
の
問
題
、

　

職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
、
い
じ
め
、
そ
の
他
の

　

人
権
問
題
全
般

担
当
者　

人
権
擁
護
委
員

　

竹
田　

森
武
士
、
渡
邉
京
子
、
甲
斐
輝
重

　

直
入　

御
沓
貞
則

　

久
住　

大
嶋
義
明
、
大
塚
義
章

　

荻　
　

本
田
照
昭
、
福
田
力

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　
（
大
分
地
方
法
務
局
竹
田
市
局
内
）

　

☎
62‒

２
３
１
５

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
及
び

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　

☎
０
５
７
０‒

０
７
０‒

８
１
０

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　

☎
０
５
７
０‒

０
７
０‒

１
１
０

　

大
分
地
方
法
務
局
で
は
、
平
日
の
８
時
30
分

か
ら
17
時
ま
で
、
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職

員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

　

職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
い
じ

　

め
、
不
登
校
、
そ
の
他
の
人
権
問
題

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
内

　

☎
０
９
７‒
５
３
２‒

３
１
６
１
（
内
線
36
）

  

相　

談

行
政
相
談
員
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

５
月
22
日
か
ら
28
日
は
、
春
の
行
政
相
談
週

間
で
す
。

　

行
政
相
談
員
は
、
地
域
住
民
と
行
政
機
関
の

橋
渡
し
役
と
し
て
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
困

っ
て
い
る
こ
と
や
わ
か
ら
な
い
こ
と
等
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
員

　

斉
藤
義
明　

☎
75‒

２
６
９
２

　

渡
辺
義
照　

☎
77‒

２
０
６
７

　

太
田
正
一　

☎
68‒

２
４
８
０

●
お
問
い
合
せ　

総
務
省
大
分
評
価
事
務
所

　

☎
０
９
７‒

５
３
２‒

３
７
１
５

  

災　

害

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
公
示
図
書
の

縦
覧
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
３
月
31
日
に
大
分
県
よ
り
指
定
さ

れ
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
縦
覧
を
総
務
課
で

行
い
ま
す
。
な
お
、
指
定
さ
れ
た
区
域
で
希
望

が
あ
っ
た
地
域
の
方
に
は
、
説
明
会
を
実
施
済

み
で
す
。

縦
覧
期
限　

指
定
な
し

●
お
問
い
合
せ　

総
務
課
消
防
交
通
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

  

試　

験

専
門
調
理
師
・
調
理
技
能
士

　

㈳
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
で
は
、
厚
生
労

働
省
の
委
託
を
受
け
て
、
平
成
18
年
度
標
記
国

家
試
験
（
前
期
）
を
実
施
し
ま
す
。

料
理
区
分　

す
し
料
理
、
中
国
料
理
、
給
食
用

　

特
殊
料
理
の
う
ち
、
１
料
理

試
験
日
程

実
技
試
験　

７
月
18
日
㈫
〜
８
月
18
日
㈮

　

問
題
公
表
日 

６
月
16
日
㈮

学
科
試
験　

７
月
24
日
㈪

※
実
技
試
験
及
び
学
科
試
験
は
、
免
除
さ
れ
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
験
資
格　

実
務
経
験
年
数
８
年
以
上
か
つ
実

　

務
経
験
年
数
の
う
ち
調
理
師
の
免
許
を
３
年

　

以
上
有
す
る
者
等

受
付
〆
切　

５
月
８
日
㈪　

※
当
日
消
印
有
効

　

試
験
案
内
及
び
受
験
申
請
書
一
式
は
㈳
調
理

技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
ま
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
手
数
料

　

３
、７
０
０
円
〜
２
２
、５
０
０
円

●
お
問
い
合
せ

　

社
団
法
人
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

　

〒
１
０
７‒

０
０
５
２　

東
京
都
港
区
赤
坂

　

７‒

10‒

９　

第
四
文
成
ビ
ル
６
階

　

☎
０
３‒

３
５
８
４‒

１
９
３
１

　

℻
０
３‒

３
５
８
４‒

１
９
３
２

  

求　

人

◇
土
木
技
術
者
２
人
25
〜
40
才
18
〜
30
万
◇
土

木
工
事
施
工
管
理
２
人
20
〜
35
才
18
〜
25
万
◇

土
木
技
術
者
１
人
年
齢
不
問
20
・
８
万
◇
保
育

士
１
人
年
齢
不
問
13
・
２
万
◇
看
護
師
１
人
年

齢
不
問
18
・
２
〜
26
・
７
万
◇
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
１
人
年
齢
不
問
18
万
◇
准
看
護
師
１
人
29

〜
40
才
14
〜
20
・
３
万
◇
フ
ロ
ン
ト
受
付
１
人

25
才
以
下
12
・
５
万
◇
事
務
員
１
人
年
齢
不
問

12
〜
14
万
◇
ワ
イ
ン
の
販
売
・
事
務
２
人
20
〜

40
才
11
・
７
〜
14
・
２
万
◇
調
理
師
又
は
見
習

１
人
20
〜
50
才
16
〜
32
万
◇
営
業
・
販
売
外
交

員
１
人
年
齢
不
問
12
万
◇
タ
ク
シ
ー
乗
務
員

１
人
年
齢
不
問
13
・
５
〜
15
・
５
万
◇
ト
ラ
ッ

ク
運
転
手
１
人
22
〜
45
才
18
・
４
〜
19
・
５
万

◇
大
型
運
転
手
１
人
年
齢
不
問
20
万
◇
工
場

作
業
員
１
人
年
齢
不
問
16
・
７
万
◇
自
動
車

部
品
製
造
検
品
３
人
18
〜
50
才
13
・
４
〜
24
万

◇
印
刷
・
仕
上
げ
工
１
人
18
〜
35
才
12
〜
14
万

◇
建
築
大
工
（
見
習
い
可
）
１
人
年
齢
不
問

12
・
５
〜
32
・
５
万
◇
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
配
達
員
１
人

18
〜
35
才
14
〜
26
万
◇
林
業
作
業
員
１
人
30
〜

50
才
19
・
２
万
◇
ク
リ
ー
ン
ク
ル
ー
50
才
以
下

13
・
４
〜
14
・
７
万

　

面
接
で
事
業
所
や
会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方

は
、
必
ず
相
談
室
の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ

て
か
ら
、
面
接
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
市
地
域
職
業
相
談
室

　

☎
63‒

１
１
０
１
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竹
田
市
旧
町
地
域
元
気
づ
く
り 　

　

支
援
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

　

竹
田
市
で
は
、
合
併
前
の
旧
３
町
地
域
（
荻

･

久
住･

直
入
）
内
の
住
民
が
行
う
活
力
維
持
や

活
性
化
に
向
け
た
持
続
可
能
な
事
業
に
対
し
、

必
要
経
費
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

対
象
事
業　

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
た
創
意

　

工
夫
の
あ
る
ソ
フ
ト
事
業
。
具
体
的
に
は
、
伝

　

統
文
化
の
保
存
継
承
を
目
指
し
た
地
域
活
動

　

な
ど
活
力
維
持
や
活
性
化
に
向
け
た
事
業
。

事
業
対
象
者　

各
地
域
に
お
け
る
自
治
会
、
公

　

共
的
団
体
等

補
助
率

　

予
算
の
範
囲
内
で
次
の
と
お
り
で
す

①
そ
の
事
業
効
果
が
地
域
内
の
一
部
に
限
定
さ

　

れ
る
事
業　

１
／
２
以
内

②
地
域
全
体
の
振
興
に
寄
与
す
る
と
認
め
る
事

　

業　

３
／
４
以
内

③
公
共
性
が
特
に
高
い
と
認
め
る
事
業
及
び
地

　

域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
市
長
が
特
に
必

　

要
と
認
め
る
事
業　

10
／
10
以
内

●
お
問
い
合
せ

　

荻
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
68‒

２
２
１
１

　

久
住
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
76‒

１
１
１
２

　

直
入
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
75‒

２
２
１
１

　

紙
面
の
都
合
上
、
募
集
、
申
し
込
み
等
の

記
述
に
つ
い
て
省
略
し
た
お
知
ら
せ
が
あ
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
各
お
問
い
合
せ
先
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

大分県地域活性化総合補助金について
　大分県では、地域活性化に向けた様々な活動を支援するため、各種団体等を対象とする新しい補助制度をつく
りました。
●お問い合せ　大分県豊肥振興局地域振興部地域振興班　☎ 0974-63-1291　FAX0974-63-1894

区　　分 活性化チャレンジ枠 地域活動支援枠 旧町村部活力創造枠 旧町村部緊急支援枠

趣　　　旨

地域資源等を活用した地
域活性化に向けて、地域の
様々な主体がチャレンジす
る調査研究や試行等に対す
る支援。

地域の様々な主体が行う地
域活性化に向けた取り組み
を支援。

旧町村部の活性化に資する
持続可能な取り組みに対す
る支援。

旧町村部住民の抱える不
安・懸念等の解消やコミュ
ニティの維持、地域活力向
上に向けた取り組みに対し
てきめ細かに支援。

対 象 地 域 市内全域 市内全域 旧 3町地域（限定） 旧 3町地域（限定）

補　助　率 2/3

1/2
（市町村を通じた間接補助
の場合は 1/3 以内で、市の
補助金額以内）

原則 2/3 以内
（特認 3/4）

4/5
（H19 以降は補助率逓減）
H19-3/4､　H20-2/3、
H21-1/2

補助限度額 100 万円 原則 1,000 万円 5,000 万円 原則 100 万円

事 業 主 体 個人、各種団体、法人
※市は対象外　　　　 個人、各種団体、法人、市 個人、各種団体、法人、市 各種団体等　　　　

※個人、市は対象外

対 象 事 業

地域活性化に向けた次の
いずれかの取り組みにあた
り、あらかじめ行われる調
査研究や試行等
①地域資源の活用や地域の
　課題解決につながるコミ
　ュニティビジネス及び一
　次産業の振興につながる
　ビジネス展開
② IT やバイオテクノロジー
　等の先端技術革新
③地域通貨による地域の課
　題解決やコミュニティの
　醸成
④その他、チャレンジ精神
　を持って行われる事業で、
　振興局長が認めるもの

地域活性化につながる次の
いずれかの取り組みで振興
局長が認めるもの
①地域資源の活用や地域の
　課題解決につながるコミ
　ュニティビジネス及び一
　次産業の振興につながる
　ビジネス展開
②一次産業、商工業、観光
　業等産業の振興につなが
　る取り組み
③地域間交流、人材育成、
　文化振興、イベント開催
　等地域活性化につながる
　取り組み
④その他、特に住民福祉の
　向上や地域活性化につな
　がる事業で、振興局長が
　認めるもの

旧町村部の活性化につなが
る持続可能な次のいずれか
の取り組み
①地域活動の活性化
②農林水産業等産業の振興
③伝統文化の保存継承
④市が行う旧町村部の活性
　化

市町村合併に伴う旧町村部
住民の不安等の解消やコミ
ュニティの維持、地域活力
の向上等に資することを目
的とする次のいずれかの取
り組み
①地域に根ざしたイベント
　等の開催（各種祭り、ス
　ポーツ大会等）
②地域活性化のための活動
　（草刈り等美化活動、道
　路等の維持補修活動等）
③伝統芸能、地域文化活動
④その他、旧町村部の諸課
　題の解決等に資する事業
　で、振興局長が認めるも
　の

採 択 方 法 振興局において審査・決定 振興局において審査・決定 県支援計画を知事が採択
（単年度補助金交付決定は振興局長）

振興局において審査・決定

これまでの
補助事業名

コミュニティビジネス支援
事業
地域資源活用支援事業

輝く地域創出事業
ツーリズム環境創造・発展
事業（ランクアップ事業）
提案型地域産業支援事業

合併地域活力創造特別対策
事業

［平成 18年度新規］

備　　　考 平成 21年度終了 平成 21年度終了




